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盤
珪
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
禅
師
の
行
履

│ 

光
林
寺
旧
蔵
『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』
を
中
心
に
し
て 

│
龍
雲
寺

細　
　

川　
　

晋　
　

輔

は
じ
め
に

明
治
以
降
、
現
在
に
至
る
日
本
の
臨
済
禅
は
、
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
六
〜
一
七
六
八
）
の
公
案
禅
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
近
世
江
戸
期
の
日
本
臨
済
禅
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、
白
隠
門
下
の
記
述
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
他
の
系
統
、
特
に

盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
〜
一
六
九
三
）
門
下
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

江
戸
期
以
降
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
禅
宗
史
の
全
容
を
正
確
に
把
捉
す
る
た
め
に
は
、
盤
珪
が
唱
え
た
所
謂
「
不
生
禅
」

が
、
そ
の
遷
化
後
に
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
弟
子
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
白
隠
門
下
と
対
峙
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
そ
の
一
助
と
し
て
本
稿
で
は
盤
珪
の
法
嗣
で
あ
る
節
外
祖
貞
（
一
六
四
一
〜
一
七
二
三
）
に
注
目
し
、
そ
の
事
跡
を

辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
盤
珪
の
禅
風
の
展
開
を
検
討
す
る
足
が
か
り
と
し
た
い
。

節
外
は
、
福
井
の
加
藤
家
に
生
ま
れ
、
十
九
歳
の
時
に
美
濃
の
清
泰
寺  
・
長
水  

和
尚
に
つ
い
て
得
度
し
、
そ
の
後
福
井
の

1

2



29

大
安
寺  

・
大
愚
宗
築  

に
師
資
の
礼
を
執
り
、
二
十
七
歳
の
時
に
網
干
の
龍
門
寺
の
盤
珪
国
師
を
礼
し
て
、
苦
修
研
鑚
し
た
盤

珪
の
直
弟
子
で
あ
る
。
ま
た
、
盤
珪
遷
化
の
時
、
そ
の
臨
終
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
南
景  

伝
来
の
僧
伽
梨

衣  
を
、
侍
者
を
通
じ
て
譲
り
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
弟
子
の
中
で
も
最
も
期
待
さ
れ
た
一
人
で
あ
り
、
江
戸
で
の
不

生
禅
の
宣
揚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
世
寿
八
十
五
歳
。
麻
布
・
光
林
寺
二
世
で
あ
り
、
大
洲
・
如
法
寺

四
世
で
あ
る
。
大
慈
妙
應
禅
師
と
諡
さ
れ
て
い
る
。

節
外
の
行
履
を
知
る
た
め
の
基
本
資
料
と
し
て
は
、
次
の
四
つ
が
存
在
す
る
。

①
『
勅
賜
大
慈
妙
応
禅
師
年
譜
』（
東
京
龍
雲
寺
所
蔵
本
）

②
『
第
四
世
特
賜
大
慈
妙
応
禅
師
年
譜
』（『
富
士
山
志
』
巻
之
八
）

③
『
武
州
光
林
節
外
禅
師
〔
伝
〕』（『
富
士
山
志
』
巻
之
十
五
「
僧
史
略
上
」）

④
『
武
蔵
州
光
林
寺
節
外
祖
貞
伝
』（『
続
禅
林
僧
宝
伝
第
一
輯
』
巻
之
上
）

こ
の
う
ち
①
は
写
本
で
あ
る
が
、「
光
林
寺
蔵
」
と
い
う
蔵
書
印
が
あ
り
、
も
と
も
と
光
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
②
は
享
保
十
二
年
の
逸
山
祖
仁
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
①
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
①
と
②
と
を
比
較

し
て
み
る
と
、
①
は
②
の
一
部
を
省
略
し
た
個
所
が
あ
る
も
の
の
、
一
部
の
偈
頌
等
を
付
加
し
て
い
る
。

③
は
②
の
『
年
譜
』
を
も
と
に
し
て
簡
略
化
し
て
作
ら
れ
た
文
章
で
あ
り
、
④
は
更
に
そ
の
③
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

尚
、
②
③
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
富
士
山
志
』
二
十
巻
は
、
如
法
寺
所
④
属
の
遍
照
庵
（
廃
寺
）
の
三
世
住
持
で
あ
っ
た
兀

庵
祖
徴
に
よ
っ
て
、
盤
珪
遷
化
後
百
六
年
目
に
あ
た
る
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
如
法

寺
を
中
心
に
し
て
各
寺
院
に
伝
わ
る
記
録
に
丹
念
に
目
を
通
し
、
必
要
な
も
の
を
採
り
、
不
備
な
点
を
補
足
し
て
二
十
巻
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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今
回
は
、
①
の
『
年
譜
』
を
底
本
と
し
て
書
き
下
し
文
を
作
成
し
、
参
考
の
た
め
従
来
、
良
く
読
ま
れ
て
い
る
『
続
禅
林
僧

宝
伝
』
の
記
述
と
の
対
比
を
行
な
っ
た
。

『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』（
光
林
寺
旧
蔵
本
）

　
　
　

＊ 
以
下
、
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
も
と
の
形
は
影
印
し
た
原
書
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　
　
　

＊ 

原
書
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
的
な
漢
文
の
読
み
方
に
変
更
し
、
明
ら
か
な
間
違
い
に
つ
い
て
は
読

み
を
改
め
た
。

　
　
　

＊
ま
た
、
原
書
の
明
ら
か
な
誤
字
・
誤
写
に
つ
い
て
は
『
富
士
山
志
』
所
蔵
本
に
拠
っ
て
改
め
た
。

【
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
辛
巳
】《
一
歳
》

師
諱
祖
貞
、
字
節
外
。
嗣
盤
珪
和
尚
。
越
之
前
州
福
居
之
人
也
。
父
加
藤
、
母
本
多
、
両
家
共
仕
于
本
州
太
守
越
国
侯
、
世
其

禄
、
皆
以
武
名
著
。
師
是
歳
五
月
五
日
辰
時
誕
焉
。
母
無
所
悩
。

師
諱
は
祖
貞
、
字
は
節
外
。
盤
珪
和
尚
に
嗣
ぐ
。
越
の
前
州
福
居
の
人
な
り
。
父
は
加
藤
、
母
は
本
多
、
両
家
は
共
に
本
州

の
太
守
越
国
侯
に
仕
え
て
、
其
の
禄
を
世よ

よ

に
し
、
皆
な
武
名
を
以
て
著あ

ら
わ

る
。
師
、
是
の
歳
の
五
月
五
日
辰
の
時
に
誕
ま
る
。

母
に
所
悩
無
し
。
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【
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
丁
亥
】《
四
歳
》

有
客
来
問
師
曰
、
汝
父
為
誰
。
師
曰
、
我
父
達
磨
。
客
愕
然
成
希
有
之
思
。
従
此
称
曰
、
達
磨
子
。
天
賦
温
柔
、
不
与
物
争
、

不
事
児
戯
、
無
処
俗
能
。

客
有
り
来
っ
て
師
に
問
い
て
曰
く
、「
汝
が
父
は
誰
と
か
為
す
」
と
。
師
曰
く
、「
我
が
父
は
達
磨
な
り
」
と
。
客
愕が

く

然ね
ん

と
し

て
希
有
の
思
い
を
成
せ
り
。
此
れ
よ
り
称
し
て
曰
く
、「
達
磨
子
」
と
。
天て

ん
ぷ賦

温お
ん
じ
ゅ
う柔

、
物
と
争
わ
ず
。
児じ

戯ぎ

を
事
と
せ
ず
。

俗
能
に
処
す
る
な
し
。

【
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
戊
子
】《
八
歳
》

尼
来
出
一
軸
、
語
師
母
曰
、
是
図
也
、
所
写
地
獄
極
楽
之
相
也
。
作
悪
則
堕
落
如
此
。
或
剣
樹
刀
山
、
或
钁
湯
爐
炭
、
有
種
種

苦
相
。
説
其
苦
相
甚
詳
。
師
在
母
側
聞
之
、
怖
畏
自
謂
、
我
今
若
死
、
直
至
地
獄
、
受
諸
苦
也
必
矣
。
不
知
依
何
道
得
往
生
極

楽
。
通
霄
悲
泣
、
不
能
安
寝
。
自
此
信
仏
法
益
至
切
。
常
事
母
孝
謹
、
母
亦
其
愛
勝
諸
子
。

尼
来
っ
て
一
軸
を
出
し
て
師
の
母
に
語
っ
て
曰
く
、「
こ
の
図
や
、
写
す
所
は
地
獄
極
楽
の
相
な
り
。
悪
を
作
さ
ば
則
ち
堕

落
す
る
こ
と
此か

く
の
如
し
。
或
い
は
剣
樹
刀
山
、
或
い
は
钁か

く
と
う湯

爐ろ

炭た
ん

、
種
種
の
苦
相
有
り
」
と
。
そ
の
苦
相
を
説
く
こ
と
甚

だ
詳
ら
か
な
り
。
師
、
母
の
側
に
在
っ
て
こ
れ
を
聞
き
て
、
怖
畏
し
て
自
ら
謂お

も

え
ら
く
、「
我
今
若
し
死
せ
ば
、
直
に
地
獄

に
至
り
、
諸
苦
を
受
く
る
こ
と
必
せ
り
。
知
ら
ず
、
何
の
道
に
依
っ
て
か
極
楽
に
往
生
す
る
を
得
ん
」
と
。
通つ

う
し
ょ
う霄

悲
泣
し

て
、
安
寝
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
此
れ
よ
り
佛
法
を
信
ず
る
こ
と
益
々
至
切
な
り
。
常
に
母
に
事
え
て
孝
謹
し
、
母
も
亦
た
そ

の
愛
す
る
こ
と
諸
子
に
勝ま

さ

れ
り
。
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【
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
辛
卯
】《
十
一
歳
》

郡
之
巻
島
邑
有
観
音
堂
。
奉
安
如
意
輪
之
像
。
師
常
詣
此
地
、
誓
願
曰
、
我
蚤
出
家
、
帰
依
仏
道
、
報
父
母
罔
極
之
恩
。

郡
の
巻ま

き

島し
ま

邑む
ら

に
観
音
堂
有
り
。
如
意
輪
の
像
を
奉ほ

う
あ
ん安

す
。
師
常
に
こ
の
地
に
詣
り
、
誓
願
し
て
曰
く
、「
我
蚤つ

と

に
出
家
し
て
、

仏
道
に
帰
依
し
、
父
母
の
極
ま
り
罔な

き
の
恩
に
報
い
ん
」
と
。

※
こ
の
記
述
は
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

【
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
癸
巳
】《
十
三
歳
》

太
守
召
近
侍
。
然
以
蘊
志
緇
褐
故
、
雖
受
此
遇
、
意
不
栄
之
。
是
歳
、
始
拝
大
愚
和
尚
於
郡
之
大
安
寺
。

太
守
召
し
て
近
侍
せ
し
む
。
然
る
に
志
を
緇し

か
つ褐

に
蘊つ

つ

む
を
以
て
の
故
に
、
此
の
遇
を
受
く
と
雖
も
、
意
に
此
れ
を
栄
と
せ

ず
。
是
の
歳
、
始
め
て
大だ

い
ぐ愚

和
尚
を
郡
の
大
安
寺
に
拝
す
。

【
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
甲
午
】《
十
四
歳
》

春
、
太
守
朝
于
江
都
。
使
師
随
駕
。

春
、
太
守
、
江
都
に
朝
す
。
師
を
し
て
駕
に
随
わ
し
む
。

【
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
乙
未
】《
十
五
歳
》

太
守
就
于
国
。
師
従
而
帰
。
出
塵
之
志
、
増
切
。
暇
日
、
謁
大
愚
和
尚
、
咨
問
法
要
。
或
時
、
大
安
之
僧
、
読
和
泥
合
水
集
。

師
適
見
是
之
集
中
有
見
聞
主
是
什

物
之
語
、
因
是
生
疑
、
日
夜
一
片
参
尋
見
聞
主
。

太
守
国
に
就
く
。
師
従
っ
て
帰
る
。
出
塵
の
志
、
増ま

す

ま
す
切
な
り
。
暇
日
、
大
愚
和
尚
に
謁
し
て
法
要
を
咨し

問も
ん

す
。
或
る
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時
、
大
安
の
僧
、『
和わ

泥で
い

合が
っ

水す
い
し
ゅ
う集  

』
を
読
む
。
師
適た

ま

た
ま
こ
の
集
中
に
「
見
聞
の
主
は
是
れ
什な

に

物
ぞ
」
の
語
有
る
を
見

て
、
こ
れ
に
因
っ
て
疑
を
生
じ
、
日
夜
一
片
に
「
見
聞
の
主
」
に
参
尋
す
。

【
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
丁
酉
】《
十
七
歳
》

春
太
守
朝
江
都
。
師
又
扈
従
、
頻
欲
出
家
、
称
病
不
出
。
常
在
牀
褥
、
提
撕
見
聞
主
。
太
守
命
侍
臣
曰
、
使
渠
上
京
師
、
任
性

而
養
。
因
是
発
江
都
、
兼
程
至
京
師
。
師
留
止
浹
数
旬
、
帰
越
前
、
又
謂
、
我
此
身
一
有
所

、
未
由
仕
官
。
我
聞
浴
…
（
以

下
欠
文
）

春
、
太
守
、
江こ

う

都と

に
朝
す
。
師
又
た
扈こ

従じ
ゅ
う

す
る
も
、
頻し

き

り
に
出
家
せ
ん
と
欲
し
、
病
と
称
し
て
出
ず
。
常
に
牀

し
ゅ
う
じ
ょ
く

褥
に
在
っ
て

「
見
聞
の
主
」
を
提て

い
せ
い撕

す
。
太
守
、
侍
臣
に
命
じ
て
曰
く
、「
渠か

れ

を
し
て
京
師
に
上の

ぼ

ら
せ
て
、
性
に
任
せ
て
養
わ
し
め
よ
」

と
。
是
れ
に
因
っ
て
江
都
を
発
し
、
兼け

ん

程て
い

し
て
京
師
に
至
る
。
師
留
止
す
る
こ
と
数
旬
に
浹あ

ま
ね

し
。
越
前
に
帰
る
り
、
又
た
謂お

も

え
ら
く
、「
我
が
此
の
身
、
一
の

か

く
る
所
有
ら
ば
、
未
だ
仕
官
す
る
に
由よ

し

あ
ら
ず
。
我
れ
聞
く
、『
浴
…

※
底
本
は
「
我
聞
浴
…
」
か
ら
欠
け
て
い
る
が
、『
富
士
山
志
』
か
ら
引
用
で
き
る
。

我
聞
、
浴
加
州
温
泉
洗
目
即
瞽
。
縦
肉
眼
雖
瞽
、
究
明
大
事
、
開
法
眼
、
則
我
願
便
足
矣
。
直
往
加
州
、
沐
湯
、
雖
洗
目
無
効

験
。
終
帰
郷
出
勤
。

我
れ
聞
く
、『
加
州
（
加
賀
）
の
温
泉
に
浴
し
て
、
目
を
洗
え
ば
即
ち
瞽
す
』
と
。
縦た

と

い
肉
眼
は
瞽
す
と
雖
も
、
大
事
を
究
明

し
て
、
法
眼
を
開
か
ば
、
則
ち
我
が
願
い
便
ち
足
ら
ん
」
と
。
直
に
加
州
に
往
き
て
沐
湯
し
、
目
を
洗
う
と
雖
も
効
験
無

し
。
終
に
郷
に
帰
っ
て
出
勤
す
。

※
ま
た
、
以
下
、
十
八
歳
、
十
九
歳
の
記
述
も
抜
け
落
ち
て
お
り
、『
富
士
山
志
』
か
ら
補
う
。

7
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【
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）
戊
戌
】《
十
八
歳
》

太
守
一
日
、
迎
客
宴
於
別
墅
。
及
宴
酣
、
師
脱
衣
飛
入
庭
池
。
太
守
見
以
為
狂
病
、
命
外
祖
本
多
氏
、
令
保
養
。
経
数
月
、
又

有
解
免
出
仕
。

太
守
一
日
、
客
を
迎
え
て
別べ

っ
し
ょ墅

に
宴
す
。
宴

え
ん
た
け
な
わ

酣
な
る
に
及
ん
で
、
師
衣
を
脱
い
で
飛
ん
で
庭
池
に
入
る
。
太
守
見
て
以
て
狂

病
と
為
し
、
外
祖
の
本
多
氏
に
命
じ
て
、
保
養
せ
し
む
。
数
月
を
経
て
、
又
た
解か

い
め
ん免

有
っ
て
出
仕
す
。

【
萬
治
二
年
（
一
六
五
九
）
己
亥
】《
十
九
歳
》

冬
霜
月
二
十
一
日
、
暁
天
窃
出
宅
、
撤
佩
刀
及
衣
裳
於
所
所
、
被
髪
狂
走
市
井
数
回
、
連
声
呼
因
果
歴
然
。
群
児
相
呼
曰
狂

人
、
逐
随
。
直
詣
巻
島
観
音
、
至
心
頂
礼
曰
、
大
慈
大
悲
成
就
我
願
焉
。
家
兄
本
多
氏
、
馳
馬
而
来
、
捺
師
之
頭
曰
、
汝
道
、

実
乱
心
否
。
師
云
、
我
豈
乱
心
。
只
為
遂
願
心
也
。
便
駕
輿
而
帰
、
閉
鎖
一
室
、
令
人
守
焉
。
母
聞
之
謂
、
彼
何
乱
心
。
当
有

所
思
。
悲
涙
目
将
失
明
。
師
又
聞
之
、
不
勝
痛
苦
。
乗
間
告
之
以
素
志
。
母
聞
而
甚
悦
、
目
憂
便

。
此
時
以
実
聞
乎
太
守
。

太
守
曰
、
惜
哉
、
自
後
随
意
宜
養
生
。
於
此
就
父
加
藤
氏
釆
地
、
結
搆
草
菴
只
管
打
坐
。

冬
霜
月
二
十
一
日
、
暁ぎ

ょ
う
て
ん天

に
窃ひ

そ

か
に
宅
を
出
て
、
佩は

い

刀と
う

及
び
衣
裳
を
所
々
に
撤す

て
、
被ひ

髪は
つ

に
て
市し

せ
い井

を
狂
走
す
る
こ
と
数

回
、
連
声
し
て
「
因い

ん

果が

歴れ
き

然ね
ん

」
と
呼
ぶ
。
群
児
相
呼
ん
で
「
狂
人
」
と
曰
っ
て
、
逐お

い
随
う
。
直
に
巻ま

き
し
ま島

観
音
に
詣い

た

り
、
至

心
に
頂
礼
し
て
曰
く
、「
大
慈
大
悲
、
我
が
願
い
を
成
就
し
た
ま
え
」
と
。
家
兄
の
本
多
氏
、
馬
を
馳
せ
て
来
り
、
師
の
頭

を
捺お

さ
え
て
曰
く
、「
汝
道い

え
、
実
に
乱
心
す
や
否
や
」
と
。
師
云
く
、「
我
れ
豈
に
乱
心
せ
ん
や
。
只
だ
願
心
を
遂
げ
ん
が

為
な
る
の
み
」
と
。
便
ち
駕が

輿よ

し
て
帰
り
、
一
室
に
閉
鎖
し
て
、
人
を
し
て
守
ら
し
む
。
母
こ
れ
を
聞
き
て
謂お

も

え
ら
く
。

「
彼
何
ぞ
乱
心
せ
ん
や
。
当
に
思
う
所
有
る
べ
し
」
と
。
悲
涙
し
て
目
将
に
明
を
失
せ
ん
と
す
。
師
又
た
之
を
聞
き
て
、
痛

苦
に
勝
え
ず
。
間
に
乗
じ
て
之
に
告
ぐ
る
に
素そ

し志
を
以
て
す
。
母
聞
き
て
甚
だ
悦
び
、
目
の
憂
い
便
ち

い

ゆ
。
こ
の
時
、
実
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を
以
て
太
守
に
聞も

う

す
。
太
守
曰
く
、「
惜
し
い
か
な
、
自
後
、
意
に
随
っ
て
宜
し
く
生
を
養
う
べ
し
」
と
。
此こ

こ
に
於
い
て

父
加
藤
氏
の
釆
地
に
就
い
て
、
草
庵
を
結け

っ
こ
う搆

し
、
只し

か

ん

た

ざ

管
打
坐
す
。

※ 
以
上
は
、
製
本
の
過
程
で
抜
け
落
ち
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
と
し
て
も
、
出
家
の
因
縁
と
い
う
重
要
な
部
分
で
あ

り
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

【
萬
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
庚
子
】《
二
十
歳
》

師
要
頻
出
家
、
宗
族
有
故
不
果
。
以
故
、
持
大
愚
和
尚
紹
介
、
抵
濃
之
清
泰
寺
、
礼
長
水
和
尚
薙
髪
。
先
是
、
大
愚
諱
師
謂
巴

雪
云
。
清
泰
寺
山
頂
有
盤
石
。
毎
夜
自
初
更
及
深
更
、
石
上
坐
禅
。
風
雨
無
懈
。
其
際
剋
一
百
日
、
毎
夜
丑
刻
参
詣
郡
之
吉
田

観
音
、
無
怠
慢
之
色
。
清
泰
寺
有
黒
犬
、
毎
夜
随
師
之
行
。
其
路
二
里
許
、
有
狼
多
害
夜
行
人
。
師
終
不
遇
其
難
者
、
犬
随
行

故
歟
。
或
神
物
呵
護
之
令
然
也
。
清
泰
寺
留
錫
之
中
、
工
夫
純
一
、
不
与
衆
雑
話
。
誦
経
之
外
、
少
開
口
。
衆
呼
謂
口
禿
。

師
頻し

き

り
に
出
家
せ
ん
と
要
す
れ
ど
も
、
宗
族
に
故こ

と

有
っ
て
果
た
さ
ず
。
故ゆ

え

を
以
て
、
大
愚
和
尚
の
紹
介
を
持
し
て
、
濃
の
清

泰
寺
に
抵い

た

り
、
長ち

ょ
う
す
い水

和
尚
を
礼
し
て
薙て

い
は
つ髪

す
。
是
れ
よ
り
先
、
大
愚
、
師
に
諱い

み
な

し
て
「
巴は

雪せ
つ

」
と
謂
う
と
云
う
。
清
泰
寺
の

山
頂
に
盤ば

ん
せ
き石

有
り
。
毎
夜
、
初
更
よ
り
深し

ん
こ
う更

に
及
ぶ
ま
で
、
石
上
に
坐
禅
す
。
風
雨
に
も
懈お

こ
た

る
無
し
。
其
の
際
、
一
百
日
を

剋こ
く

し
て
、
毎
夜
丑
の
刻
に
郡
の
吉き

っ
た田

観
音  

に
参
詣
し
、
怠
慢
の
色
無
し
。
清
泰
寺
に
黒
犬
有
っ
て
、
毎
夜
師
の
行
に
随
う
。

そ
の
路
二
里
許ば

か
り

、
狼
有
り
夜
行
の
人
を
害
す
る
こ
と
多
し
。
師
終つ

い

に
其
の
難
に
遇
わ
ざ
る
は
、
犬
の
行
に
随
う
が
故
な
る

か
、
或
い
は
神
物
の
呵か

護ご

の
然
ら
し
む
る
な
り
。
清
泰
寺
留

り
ゅ
う
し
ゃ
く

錫
の
中
、
工
夫
純
一
に
し
て
、
衆
と
雑ぞ

う
わ話

せ
ず
。
誦
経
の
外
、

口
を
開
く
こ
と
少
な
し
。
衆
呼
ん
で
「
口く

禿と
く

」
と
謂
う
。

8
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【
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
辛
丑
】《
二
十
一
歳
》

剃
髪
後
、
是
年
始
帰
越
前
、
省
大
愚
和
尚
、
執
師
資
礼
。
時
門
※
賢
岩
和
尚
、
煽
化
於
豊
後
、
直
往
参
謁
。
岩
看
狗
子
話
。
留

止
三
年
、
脇
不
霑
席
、
単
々
提
撕
無
字
。
双
股
腫
爛
、
揉
紙
成
間
、
只
管
打
坐
。
一
衆
、
以
不
臥
師
呼
之
。
岩
大
称
美
行
業
純

一
。剃

髪
の
後
、
是
の
年
始
め
て
越
前
に
帰
り
、
大
愚
和
尚
を
省
し
て
、
師
資
の
礼
を
執
る
。
時
に
賢け

ん
が
ん岩  

和
尚
、
化
を
豊
後
に

お
い
て
煽さ

か

ん
に
す
と
聞
※
い
て
、
直
に
往
い
て
参
謁
す
。
岩
、「
狗
子
の
話
」
を
看
せ
し
む
。
留
止
す
る
こ
と
三
年
、
脇
、

席
を
霑う

る
お

さ
ず
。
単
々
に
「
無
字
」
を
提
撕
す
。
双そ

う
こ股

腫し
ゅ
ら
ん爛

、
紙
を
揉も

ん
で
間へ

だ
て

を
成
し
、
只
管
打
坐
す
。
一
衆
、「
不ふ

が

し

臥
師
」

を
以
て
之
を
呼
ぶ
。
岩
大
い
に
「
行

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ゅ
ん
い
つ

業
純
一
な
り
」
と
称
美
す
。

※ 

「
門
」
の
字
は
原
本
の
訓
点
で
は
動
詞
と
し
て
読
ん
で
お
り
、
意
味
か
ら
見
て
「
聞
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。『
富
士
山

志
』
で
は
二
十
二
歳
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、「
聞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
甲
辰
】《
二
十
四
歳
》

自
豊
後
帰
越
前
、
省
大
愚
和
尚
。
路
経
豊
前
、
至
広
寿
山
、
拝
即
非
和
尚
而
退
。
首
座
曰
、
即
非
近
日
挙
一
則
公
案
、
令
衆
下

語
。
皆
不
契
。
師
下
語
呈
和
尚
。
即
非
歎
曰
、
千
指
衆
、
無
一
箇
道
得
。
新
到
甚
奇
特
。
宜
方
便
留
之
。
首
座
、
慇
懃
留
之
、

不
可
辞
去
。

豊
後
よ
り
越
前
に
帰
り
、
大
愚
和
尚
を
省
す
。
路
、
豊
前
を
経
て
、
広こ

う

寿じ
ゅ
ざ
ん山  

に
至
り
、
即そ

く

非ひ  

和
尚
を
拝
し
て
退
く
。
首

座
曰
く
、「
即
非
近
日
、
一
則
の
公
案
を
挙
し
て
、
衆
し
て
下あ

ぎ
ょ語

せ
し
む
る
も
、
皆
契
わ
ず
」
と
。
師
下
語
し
て
和
尚
に
呈

す
。
即
非
歎た

ん

じ
て
曰
く
、「
千
指
の
衆
、
一
箇
も
道い

い
得
る
無
し
。
新
到
甚
だ
奇
特
な
り
。
宜
し
く
方
便
し
て
こ
れ
を
留
む

べ
し
」
と
。
首し

ゅ
ぞ座

、
慇い

ん
ぎ
ん懃

に
こ
れ
を
留
む
、「
辞
し
去
る
可
か
ら
ず
」
と
。

9

10

11
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【
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
乙
巳
】《
二
十
五
歳
》

再
往
清
泰
寺
、
訪
長
水
和
尚
。
此
夏
、
尾
州
白
林
寺
主
、
講
碧
岩
録
。
師
往
而
聴
焉
。
一
夏
中
、
大
洲
観
音
企
日
参
。
意
祈
祷

遇
明
師
。

再
び
清
泰
寺
に
往
き
て
、
長
水
和
尚
を
訪
う
。
此
の
夏
、
尾
州
白は

く

林り
ん
じ寺  

の
主
、『
碧
岩
録
』
を
講
ず
。
師
往
き
て
こ
れ
を

聴
く
。
一
夏
中
、
大
洲
の
観
音
、
日
参
を
企
つ
。
意
に
、
明
師
に
遇
わ
ん
こ
と
を
祈
祷
す
。

【
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
丙
午
】《
二
十
六
歳
》

濃
州
北
方
慈
渓
寺
密
雲
和
尚
、
講
楞
厳
経
。
師
又
到
聴
。
時
盤
珪
和
尚
、
浴
加
州
温
泉
、
経
由
越
前
。
四
衆
、
欽
風
帰
崇
尤

甚
。
師
族
、
遣
使
招
師
。
々
与
使
帰
、
始
謁
仏
智
翁
。
々
曰
、
上
座
日
間
工
夫
如
何
。
師
曰
、
久
参
趙
州
無
語
。
翁
曰
、
有
那

一
則
、
汝
還
会
麼
。
師
不
肯
。
往
大
安
寺
謂
、
此
師
一
時
宗
匠
、
大
名
播
世
。
今
日
看
来
老
婆
禅
、
祖
師
禅
未
在
。
又
思
、
豈

以
一
問
一
答
欺
宗
師
乎
。
他
是
大
善
知
識
、
定
有
長
処
。
再
到
参
問
往
復
。
翁
無
幾
帰
播
陽
。
師
雖
侍
大
愚
、
心
頭
未
安
。

濃
州
、
北
方
慈じ

け
い
じ

渓
寺  

の
密み

つ
う
ん雲  

和
尚
、『
楞り

ょ
う
ご
ん
き
ょ
う

厳
経
』
を
講
ず
。
師
又
た
到
り
聴
く
。
時
に
盤
珪
和
尚
、
加
州
の
温
泉
に
浴
せ

ん
と
し
て
、
越
前
に
経
由
す
。
四し

し
ゅ
う衆  

、
欽き

ん
ぷ
う風

帰き
す
う崇

す
る
こ
と
尤も

っ
と

も
甚
だ
し
。
師
の
族
、
使
い
を
遣
し
て
師
を
招
く
。
師
、

使
い
と
与と

も

に
帰
り
、
始
め
て
仏ぶ

っ

智ち

翁
に
謁
す
。
翁
曰
く
。「
上じ

ょ
う

座ざ

、
日に

っ
か
ん間

の
工
夫
如
何
」
と
。
師
曰
く
、「
久
し
く
趙
州
無
の

語
に
参
ず
」
と
。
翁
曰
く
、「
那
一
則
有
り
、
汝
還
っ
て
会
す
や
」
と
。
師
肯
わ
ず
。
大
安
寺
に
往
き
て
謂
う
、「
此
の
師
、

一
時
の
宗
匠
、
大
名
、
世
に
播し

く
。
今
日
、
看
来
れ
ば
老ろ

う
ば婆

禅ぜ
ん

に
し
て
、
祖
師
禅
は
未
だ
し
在
り
」
と
。
又
た
思
う
、「
豈

に
一
問
一
答
を
以
て
宗
師
を
欺あ

ざ
む

か
ん
や
。
他
は
是
れ
大だ

い
ぜ
ん善

知ち
し
き識

、
定
ん
で
長
処
有
ら
ん
」
と
。
再
び
到
り
て
参
問
往
復
す
。

翁
幾
ば
く
無
く
し
て
播
陽
に
帰
る
。
師
、
大
愚
に
侍
す
と
雖
も
、
心し

ん
と
う頭

未
だ
安
か
ら
ず
。

12

13
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【
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
丁
未
】《
二
十
七
歳
》

聞
洞
上
鉄
心
和
尚
、
門
風
高
峻
、
学
者
難
湊
泊
、
直
往
泉
州
拝
謁
。
鉄
心
老
朽
耳
聾
、
無
便
応
接
。
由
茲
訪
坂
府
寺
嶋
居
士
語

曰
、
天
下
無
師
。
不
若
韜
晦
山
林
、
一
味
打
硬
推
究
錬
磨
。
居
士
曰
、
公
之
志
、
可
謂
親
切
。
然
大
愚
和
尚
、
老
衰
日
加
、
左

右
乏
其
人
。
公
往
侍
巾
瓶
可
歟
。
因
此
抵
宝
幢
寺
、
省
大
愚
。
居
無
幾
大
愚
帰
越
之
大
安
寺
。
師
又
抵
但
之
大
明
寺
、
一
冬
不

着
臥
単
。
及
春
帰
宝
幢
寺
。

洞
上
の
鉄て

っ

心し
ん  

和
尚
、
門も

ん
ぷ
う風

高こ
う
し
ゅ
ん峻

に
し
て
、
学
者
湊そ

う
は
く泊  

し
難
し
と
聞
い
て
、
直
に
泉
州
に
往
い
て
拝
謁
す
。
鉄
心
老ろ

う
き
ゅ
う朽

、

耳み
み

聾ろ
う

し
て
、
応
接
す
る
に
便
無
し
。
茲こ

れ
に
由
り
て
坂
府
の
寺
嶋
居
士
を
訪
い
、
語
っ
て
曰
く
、「
天
下
に
師
無
し
。
若し

か

ず
、
山
林
に
韜と

う
か
い晦  

し
て
、
一
味
打
硬
に
推す

い
き
ゅ
う究

錬れ
ん
ま磨

せ
ん
に
は
」
と
。
居
士
曰
く
、「
公
の
志
、
謂
い
つ
可
し
、
親
切
な
り

と
。
然
れ
ど
も
大
愚
和
尚
、
老
衰
、
日
に
加
わ
り
、
左
右
、
其
の
人
に
乏
し
。
公
往
き
て
巾き

ん

瓶び
ん

に
侍
す
る
こ
と
、
可
な
る

か
」
と
。
此
れ
に
因
っ
て
宝ほ

う
ど
う
じ

幢
寺  
に
抵い

た

り
、
大
愚
を
省
す
。
居
る
こ
と
幾
ば
く
無
く
し
て
、
大
愚
、
越
の
大
安
寺
に
帰
る
。

師
又
た
但
の
大だ

い
み
ょ
う
じ

明
寺  

に
抵
っ
て
、
一
冬
、
臥が

単た
ん

に
着
か
ず
。
春
に
及
ん
で
宝
幢
寺
に
帰
る
。

【
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
戊
申
】《
二
十
八
歳
》

抵
網
干
龍
門
寺
、
参
仏
智
翁
。
朝
参
暮
請
、
日
増
鑚
仰
。

網あ

干ぼ
し

の
龍り

ょ
う
も
ん
じ

門
寺  

に
抵い

た

っ
て
、
仏
智
翁
に
参
ず
。
朝ち

ょ
う
さ
ん
ぼ
し
ょ
う

参
暮
請
、
日
に
鑚さ

ん
ぎ
ょ
う仰

を
増
す
。

【
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
己
酉
】《
二
十
九
歳
》

豫
州
大
洲
城
主
加
藤
氏
、
羽
州
刺
史
泰
興
、
仏
智
翁
、
締
構
遍
照
菴
居
焉
。
師
乃
迹
而
行
、
親
交
左
右
。
時
大
愚
遷
化
越
之
大

安
。
師
聞
訃
音
、
直
帰
越
州
、
又
抵
龍
門
、
従
此
不
帰
大
安
。
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豫
州
大お

お
ず洲

の
城
主
加
藤  

氏
、
羽
州
の
刺
史
泰や

す
お
き興

、
仏
智
翁
、
遍へ

ん
し
ょ
う
あ
ん

照
菴
を
締て

い
こ
う構

し
て
、
焉こ

れ

に
居
す
。
師
乃
ち
迹た

ず

ね
て
行
き
、

左
右
に
親
交
す
。
時
に
大
愚
、
越
の
大
安
に
遷せ

ん
げ化

す
。
師
、
訃ふ

い
ん音

を
聴
い
て
、
直
ち
に
越
州
に
帰
り
、
ま
た
龍
門
に
抵い

た

っ

て
、
此
れ
従
り
大
安
に
帰
ら
ず
。

【
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
庚
戌
】《
三
十
歳
》

仏
智
翁
、
在
冨
岳
奥
旨
軒
閉
関
、
不
許
緇
白
之
諮
叩
。
就
中
招
諸
徒
抜
率
者
、
挙
雪
峰
辞
洞
山
話
、
使
下
語
。
一
衆
不
契
。
茲

時
、
師
在
于
外
堂
、
蜜
進
下
語
。
翁
謂
侍
者
曰
、
外
衆
還
有
親
切
底
矣
。

仏
智
翁
、
冨
岳  

の
奥お

う
し
け
ん

旨
軒  
に
在
っ
て
閉
関
し
、
緇し

白は
く  

の
諮し

こ
う叩

す
る
を
許
さ
ず
。
中
に
就
き
て
諸
徒
の
抜
率
な
る
者
を
招

い
て
「
雪せ

っ
ぽ
う
と
う
ざ
ん

峰
洞
山
を
辞じ

す
る
の
話わ

」
を
挙こ

し
て
、
下あ

語ぎ
よ

せ
し
む
。
一
衆
契
わ
ず
。
茲こ

の
時
、
師
、
外げ

ど
う堂

に
在
っ
て
蜜ひ

そ

か
に
進

ん
で
下
語
す
。
翁
、
侍
者
に
謂
い
て
曰
く
、「
外げ

衆し
ゅ
う

、
還
っ
て
親
切
底
有
り
」
と
。

【
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
辛
亥
】《
三
十
一
歳
》

仏
智
翁
、
又
奥
旨
軒
召
宿
衲
二
十
余
員
、
単
々
参
究
。
師
時
為
典
座
。
一
日
、
師
見
翁
来
問
曰
、
善
来
、
悪
来
。
翁
便
喝
。
師

礼
拝
。
翁
曰
、
你
因
甚
麼
礼
拝
。
師
便
喝
。
翁
曰
、
会
這
般
事
。
九
拝
去
。

仏
智
翁
、
又
た
奥
旨
軒
に
宿
衲
二
十
余
員
を
召
し
て
、
単
々
に
参
究
し
む
。
師
時
に
典て

ん
ぞ座

と
為
る
。
一
日
、
師
、
翁
の
来
る

を
見
て
問
い
て
曰
く
、「
善ぜ

ん
ら
い来

か
、
悪あ

く
ら
い来

か
」
と
。
翁
便
ち
喝
す
。
師
礼
拝
す
。
翁
曰
く
、「
你
、
甚な

ん麼
に
因
っ
て
か
礼
拝

す
」
と
。
師
便
ち
喝
す
。
翁
曰
く
、「
這し

ゃ
は
ん般

の
事
を
会
せ
り
。
九
拝
し
去
れ
」
と
。
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【
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
癸
丑
】《
三
十
三
歳
》

仏
智
翁
在
龍
門
、
師
侍
巾

。
針
芥
相
投
、
成
師
資
礼
。
翁
改
名
祖
貞
。

仏
智
翁
、
龍
門
に
在
っ
て
、
師
、
巾き

ん
い

に
侍
す
。
針し

ん
か
い芥

相
投
じ
、
師
資
の
礼
を
成
す
。
翁
改
め
て
「
祖そ

貞て
い

」
と
名
づ
く
。

【
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
甲
寅
】《
三
十
四
歳
》

備
中
守
、
源
公
高
豊
公
母
氏
、
養
性
院
、
請
仏
智
翁
於
江
府
、
待
遇
甚
厚
。
仮
館
家
臣
千
田
氏
麻
布
別
墅
、
時
時
問
道
。
師
及

祖
教
、
祖
龍
、
随
侍
焉
。
翁
閉
門
不
接
賓
客
。
為
教
龍
二
子
、
講
評
碧
巌
録
。
命
師
曰
、
汝
九
旬
中
出
城
市
、
可
求
如
意
輪
観

音
。
師
受
命
、
毎
日
出
而
求
之
不
得
。
一
日
問
翁
、
求
観
音
為
什
麼
。
翁
曰
、
埋
置
此
河
辺
也
。
師
罔
措
。
又
出
求
之
、
了
不

得
。
翁
曰
、
止
矣
、
可
有
時
節
因
縁
。
明
年
、
帰
龍
門
。

備
中
の
守
、
源
公
高
豊
公
の
母
氏
、
養よ

う
ぜ
い
い
ん

性
院  

、
仏
智
翁
を
江こ

う
ふ府

に
請
し
て
、
待
遇
甚
だ
厚
し
。
館
を
家
臣
千
田
氏
の
麻
布

別
墅
に
仮
り
て
、
時
時
に
道
を
問
う
。
師
及
び
祖
教  

・
祖
龍  

、
焉こ

れ

に
随
侍
す
。
翁
、
門
を
閉
じ
て
、
賓
客
を
接
せ
ず
。

教
・
龍
二
子
の
為
に
、『
碧
巌
録
』
を
講
評
す
。
師
に
命
じ
て
曰
く
、「
汝
、
九
旬
の
中
、
城
市
に
出
て
如
意
輪
観
音
を
求
む

可
し
」
と
。
師
命
を
受
け
て
、
毎
日
出
て
之
を
求
む
れ
ど
も
得
ず
。
一
日
翁
に
問
う
、「
観
音
を
求
め
て
、
什な

に麼
を
か
為
す
」

と
。
翁
曰
く
、「
此
の
河
辺
に
埋
置
す
る
な
り
」
と
。
師
措
く
こ
と
罔
し
。
又
た
出
て
之
を
求
む
れ
ど
も
、
了つ

い

に
得
ず
。
翁

曰
く
、「
止
め
よ
、
時
節
因
縁
有
る
可
し
」
と
。
明
年
、
龍
門
に
帰
る
。

※ 

「
為
教
龍
二
子
講
評
碧
巌
録
」
と
あ
る
が
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
「
師
及
祖
教
祖
龍
侍
珪
。
珪
為
三
人
、
一
夏
講
碧

巌
集
」
と
あ
り
、
節
外
も
講
義
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
『
富
士
山
志
』
の
記
録
も
「
二
子
」
と

な
っ
て
お
り
、
当
時
は
祖
教
と
祖
龍
に
比
べ
て
立
場
が
異
な
っ
て
い
た
の
か
興
味
深
い
。
ま
た
、「
汝
九
旬
中
出
城
市

可
求
如
意
輪
観
音
…
」
以
降
の
、
観
音
像
の
話
は
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
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【
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
乙
卯
】《
三
十
五
歳
》

師
、
在
姫
路
見
性
寺
憩
息
。
時
々
往
龍
門
参
仏
智
翁
。

師
、
姫
路
の
見け

ん
し
ょ
う
じ

性
寺  

に
在
っ
て
憩け

い
そ
く息

す
。
時
々
に
龍
門
に
往
い
て
仏
智
翁
に
参
ず
。

【
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
丙
辰
】《
三
十
六
歳
》

師
在
龍
門
侍
翁
、
明
究

研
。
一
日
道
鑑
禅
人
来
参
。
翁
示
超
機
一
著
。
師
在
背
後
聞
之
、
忽
開
悟
、
従
前
疑
滞
、
渙
然
氷

釈
。
不
覚
、
跳
出
翁
前
曰
、
某
今
日
報
仏
祖
恩
。
翁
曰
、
会
得
報
耶
、
不
会
報
耶
。
師
便
喝
。
翁
黙
然
。
師
払
袖
出
去
。
翌

日
、
召
師
任
典
座
曰
、
吾
昔
在
崇
福
、
道
者
命
予
典
座
。
今
又
使
子
為
典
座
。
子
夫
勉
旃
。
一
衆
驚
異
。
以
為
此
称
美
師
也
。

師
、
龍
門
に
在
っ
て
翁
に
侍
し
、
明め

い
き
ゅ
う
く
ん
け
ん

究

研
す
。
一
日
、
道
鑑  

禅
人
来
参
す
。
翁
、
超
機
の
一
著
を
示
す
。
師
、
背
後
に

在
っ
て
之
を
聞
き
て
、
忽
ち
開
悟
し
、
従
前
の
疑
滞
、
渙か

ん

然ね
ん

と
し
て
氷

ひ
ょ
う
し
ゃ
く

釈
す
。
覚
え
ず
、
翁
の
前
に
跳
出
し
て
曰
く
、「
某
、

今
日
、
仏
祖
の
恩
を
報
ず
」
と
。
翁
曰
く
、「
会
得
し
て
報
ず
る
か
、
会
せ
ず
し
て
報
ず
る
か
」
と
。
師
便
ち
喝
す
。
翁
黙も

く

然ね
ん

た
り
。
師
払ほ

っ
し
ゅ
う袖

し
て
出
去
る
。
翌
日
、
師
を
召
し
て
典
座
に
任
じ
て
曰
く
、「
吾
昔
、
崇そ

う
ふ
く福  

に
在
り
し
と
き
、
道ど

う
し
ゃ者  

、

予
に
典
座
を
命
ず
。
今
又
た
子
を
し
て
典
座
と
為
さ
し
む
。
子
夫
れ
旃こ

れ

を
勉
め
よ
」
と
。
一
衆
驚
異
す
。
以
て
此
れ
師
を
称

美
す
と
為
す
な
り
。

【
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
丁
巳
】《
三
十
七
歳
》

仏
智
翁
命
師
住
光
林
寺
。
先
是
養
性
院
於
麻
布
邑
求
得
光
林
故
基
、
大
加
修
葺
。
請
翁
為
開
山
祖
。
及
師
之
往
、
四
事
供
養
尤

殷
重
。

仏
智
翁
、
師
に
命
じ
て
光こ

う

林り
ん
じ寺

に
住
せ
し
む
。
是
れ
よ
り
先
、
養
性
院
、
麻
布
の
邑む

ら

に
於
い
て
光
林
の
故こ

き基
を
求
め
得
て
、
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大
い
に
修

し
ゅ
う
し
ゅ
う

葺
を
加
う
。
翁
を
請
じ
て
開
山
祖
と
為
す
。
師
の
往
く
に
及
ん
で
、
四
事
供
養
尤
も
殷い

ん
ち
ょ
う重

な
り
。

【
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
戊
午
】《
三
十
八
歳
》

養
性
院
従
容
謂
仏
智
翁
曰
、
和
尚
若
帰
播
州
、
我
依
誰
得
聞
法
要
。
涕
泣
甚
切
。
翁
曰
、
莫
愁
、
已
後
有
疑
団
、
可
聞
貞
首

座
。
養
性
院
大
歓
、
待
師
弥
厚
。
存
問
無
虚
日
。

養
性
院
、
従し

ょ
う
よ
う容

と
し
て
仏
智
翁
に
謂
い
て
曰
く
、「
和
尚
若
し
播
州
に
帰
ら
ば
、
我
誰
に
依
っ
て
か
法
要
を
聞
く
こ
と
を
得

ん
」
と
。
涕て

い
き
ゅ
う泣

す
る
こ
と
甚
だ
切
な
り
。
翁
曰
く
、「
愁
う
る
こ
と
莫
か
れ
。
已
後
、
疑ぎ

だ
ん団

有
れ
ば
貞
首
座
に
聞
く
可
し
」

と
。
養
性
院
大
い
に
歓
び
、
師
を
待
す
る
こ
と
、
弥い

よ

い
よ
厚
し
。
存
問
、
虚き

ょ

日じ
つ

無
し
。

【
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
己
未
】《
三
十
九
歳
》

是
春
、
仏
智
翁
、
命
師
居
妙
心
版
首
。
養
性
院
贈
以
金
襴
法
衣
一
頂
。
表
賀
儀
也
。
師
直
抵
龍
門
省
翁
。
翁
曰
、
夜
間
入
室

来
。
師
至
。
翁
被
僧
伽
梨
衣
曰
、
汝
、
時
至
。
手
付
印
証
曰
、
我
宗
無
語
、
又
無
一
法
伝
人
。
汝
已
後
莫
虚
開
口
為
人
。
売
法

者
非
吾
子
孫
。
乃
祖
牧
翁
和
尚
同
席
。
曰
、
盤
珪
堅
慎
許
可
。
唯
汝
一
人
。
永
好
護
持
、
勿
令
断
絶
。
於
茲
登
山
。

是
の
春
、
仏
智
翁
、
師
に
命
じ
て
妙
心
の
版
首
に
居
ら
し
む
。
養
性
院
、
贈
る
に
金き

ん
ら
ん襴

の
法
衣
一
頂
を
以
て
す
。
賀
儀
を
表

す
る
な
り
。
師
直
ち
に
龍
門
に
抵い

た

っ
て
翁
を
省
す
。
翁
曰
く
、「
夜
間
、
室
に
入
り
来
れ
」
と
。
師
至
る
。
翁
、
僧
伽
梨
衣

を
被
し
て
曰
く
、「
汝
、
時
至
れ
り
」
と
。
手
づ
か
ら
印
証
を
付
し
て
曰
く
、「
我
が
宗
に
語
無
く
、
又
た
一
法
の
人
に
伝
う

る
無
し
。
汝
、
已
後
、
虚
し
く
口
を
開
き
て
人
の
為
に
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
売
法
の
者
は
吾
が
子
孫
に
非
ず
」
と
。
乃
祖
の

牧ぼ
く
お
う翁

和
尚
、
席
を
同
じ
く
す
。
曰
く
、「
盤
珪
堅
く
許
可
を
慎
む
。
唯
だ
汝
一
人
の
み
。
永
く
好よ

く
護ご

じ持
し
て
断
絶
せ
し
む

る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
茲こ

こ
に
於
い
て
山
に
登
る
。
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※
「
乃
祖
牧
翁
和
尚
同
席
曰
…
」
以
降
は
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
で
は
見
ら
れ
な
い
。

【
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
癸
亥
】《
四
十
三
歳
》

今
茲
仏
智
翁
在
洛
西
山
。
師
往
而
省
観
留
止
九
旬
。

今
茲こ

こ
に
仏
智
翁
、
洛
西
の
山
に
在
り
。
師
往
い
て
省し

ょ
う
か
ん
り
ゅ
う
し

観
留
止
す
る
こ
と
九
旬
な
り
。

【
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
甲
子
】《
四
十
四
歳
》

養
性
院
請
仏
智
翁
結
制
光
林
寺
。
四
衆
雲
集
、
都
下

紳
欽
風
、
車
馬
駢

。
師
竭
力
助
化
、
食
寝
疲
労
為
之
忘
。
明
年
制

解
、
翁
帰
龍
門
。

養
性
院
、
仏
智
翁
を
請
じ
て
光
林
寺
に
結
制
せ
し
む
。
四
衆
雲
集
し
、
都
下
の

し
ん

紳し
ん

、
風
を
欽
み
て
、
車
馬
駢へ

い
て
ん

す
。
師
、

力
を
竭つ

く

し
て
助
化
し
、
食
寝
の
疲
労
、
之
が
為
に
忘
ず
。
明
年
、
制
解
け
て
、
翁
、
龍
門
に
帰
る
。

【
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
丙
寅
】《
四
十
六
歳
》

遠
州
太
守
請
仏
智
翁
、
結
制
如
法
。
是
秋
、
師
省
翁
抵
如
法
、
同
教
龍
侍
直
指
菴
。
一
冬
安
居
、
及
春
帰
光
林
。

遠
州
の
太
守
、
仏
智
翁
を
請
じ
て
、
如
法
に
結
制
せ
し
む
。
是
の
秋
、
師
、
翁
を
省
し
て
如
法
に
抵い

た

り
、
教
龍
と
同
じ
く

直じ
き
し
あ
ん

指
菴
に
侍
す
。
一
冬
安
居
し
、
春
に
及
ん
で
光
林
に
帰
る
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
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【
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
丁
卯
】《
四
十
七
歳
》

是
歳
、
仏
智
翁
応
養
性
院
之
請
、
再
結
制
光
林
。
法

盛
事
倍
前
制
。
凡
翁
之
道
、
被
江
都
者
、
師
之
功
、
居
半
。

是
の
歳
、
仏
智
翁
、
養
性
院
の
請
に
応
じ
て
、
再
び
光
林
に
結
制
す
。
法ほ

う
え
ん

の
盛
事
、
前
制
に
倍
せ
り
。
凡
そ
翁
の
道
、
江

都
に
被
る
は
、
師
の
功
、
半
ば
に
居
せ
り
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

【
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
戊
辰
】《
四
十
八
歳
》

養
性
院
謂
師
曰
、
我
如
素
願
、
寺
已
雖
成
、
境
地
狭
隘
、
其
制
有
愧
大
方
。
我
随
分
鼎
建
。
師
其
勠
力
。
師
曰
、
此
是
子
善

根
、
非
吾
所
望
。
只
如
老
師
之
教
、
道
心
堅
固
、
益
無
懈
倦
、
是
仏
事
門
中
、
真
荘
厳
大
善
利
也
。
以
有
為
小
利
益
、
掛
任
心

頭
、
空
勿
過
光
陰
。
委
曲
説
示
、
養
性
院
歓
喜
感
服
、
信
受
奉
行
。

養
性
院
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
、
素そ

が
ん願

の
如
き
は
、
寺
已
に
成
る
と
雖
も
、
境
地
狭き

ょ
う
あ
い隘

に
し
て
、
そ
の
制
、
大
方
に
愧

づ
る
こ
と
有
り
。
我
、
分
に
随
っ
て
鼎
建
せ
ん
。
師
、
其
れ
力
を
勠あ

わ

せ
よ
」
と
。
師
曰
く
、「
此
れ
は
是
れ
、
子
の
善
根
な

る
も
、
吾
が
望
む
所
に
非
ず
。
只
だ
老
師
の
教
え
の
如
き
は
、
道ど

う
し
ん心

堅け
ん
ご固

に
し
て
、
益
ま
す
懈け

け
ん倦

無
け
れ
ば
、
是
れ
仏
事
門

中
、
真
の
荘し

ょ
う
ご
ん厳

大だ
い
ぜ
ん善

利り

な
り
。
有う

い為
の
小
利
益
を
以
て
、
心
頭
に
掛
任
し
、
空
し
く
光
陰
を
過
す
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
委い

き
ょ
く曲

に
説
示
し
、
養
性
院
、
歓
喜
感
服
し
て
、
信
受
奉
行
す
。

【
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
己
巳
】《
四
十
九
歳
》

春
、
養
性
院
憂
疱
瘡
、
以
二
月
三
日
逝
矣
。
師
往
而
看
侯
焉
。
目
不
交
睫
七
昼
夜
、
養
性
院
及
侍
女
、
頻
々
以
姑
息
、
不
聴
。

少
無
怠
慢
色
云
。
秋
九
月
、
奉
旨
瑞
世
妙
心
寺
。
時
仏
智
翁
、
在
備
前
三
友
寺
結
制
。
師
往
而
覲
之
、
居
無
何
帰
江
府
。
牧
翁



45

和
尚
、
仏
智
翁
及
大
衆
送
至
門
外
。
牧
翁
和
尚
、
袖
出
七
条
紫
衣
、
蜜
付
与
伸
賀
懇
到
。
今
在
鷲
峰
常
在
塔
院
。

春
、
養
性
院
、
疱
瘡
を
憂
い
、
二
月
三
日
を
以
て
逝
す
。
師
往
い
て
看か

ん

侯こ
う

す
。
目
、
交こ

う
し
ょ
う睫

せ
ざ
る
こ
と
七
昼
夜
、
養
性
院
及

び
侍
女
、
頻ひ

ん
ぴ
ん々

に
姑し

ば
ら

く
息や

す

ま
ん
こ
と
を
以
て
す
る
も
、
聴
か
ず
。
少
し
も
怠
慢
の
色
無
し
と
云
う
。
秋
九
月
、
旨
を
奉
じ
て

妙
心
寺
に
瑞ず

い

世せ

す
。
時
に
仏
智
翁
、
備
前
の
三さ

ん
ゆ
う
じ

友
寺  

に
在
っ
て
結
制
す
。
師
往
い
て
之
に
覲ま

み

え
て
、
居
す
る
こ
と
何
ば
く

無
く
し
て
江
府
に
帰
る
。
牧
翁
和
尚
、
仏
智
翁
及
び
大
衆
、
送
っ
て
門
外
に
至
る
。
牧
翁
和
尚
、
袖
よ
り
七
条
の
紫
衣
を
出

し
て
、
蜜ひ

そ

か
に
付
与
し
て
賀
を
伸
ぶ
る
こ
と
懇こ

ん
と
う到

な
り
。
今
、
鷲じ

ゅ
ほ
う峰

の
常じ

ょ
う
ざ
い
と
う
い
ん

在
塔
院
に
在
り
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
で
は
、「
元
禄
二
年
夫
人
逝
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

【
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
辛
未
】《
五
十
一
歳
》

宗
対
馬
守
平
公
の
母
氏
、
円
照
院
、
請
師
私
第
問
法
要
。
執
弟
子
礼
、
贈
金
襴
法
衣
一
頂
、
珊
瑚
珠
数
一
串
。

宗
の
対
馬
の
守
平
公
の
母
氏
、
円え

ん
し
ょ
う
い
ん

照
院  
、
師
を
私
第
に
請
じ
て
法
要
を
問
う
。
弟
子
の
礼
を
執
り
、
金
襴
の
法
衣
一い

っ
ち
ょ
う頂

、

珊
瑚
の
珠
数
一い

っ

串せ
ん

を
贈
る
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

【
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
癸
酉
】《
五
十
三
歳
》

秋
九
月
、
仏
智
翁
寂
于
龍
門
寝
室
。
預
謂
侍
者
曰
、
我
久
護
持
大
祖
南
景
和
尚
伝
来
之
法
衣
。
欲
以
此
衣
付
与
節
外
。
然
我
行

在
近
。
恐
不
能
真
面
付
之
。
速
遣
价
僧
、
当
以
汝
等
三
人
之
書
契
、
添
法
衣
而
相
贈
、
以
致
我
之
意
矣
。
師
聞
翁
之
病
革
、

忽
々
上
途
行
路
無
昼
夜
。
至
洛
之
地
蔵
寺
、
始
聞
訃
音
。
直
抵
龍
門
、
而
哭
焉
奉
遺
命
、
書
瑞
鳳
奥
旨
之
定
規
。
居
無
何
帰
江

府
。
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秋
九
月
、
仏
智
翁
、
龍
門
の
寝
室
に
寂
す
。
預
め
侍
者
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
久
し
く
大だ

い
そ
な
ん
け
い

祖
南
景  

和
尚
伝
来
の
法
衣
を
護

持
す
。
此
の
衣
を
以
て
節
外
に
付
与
せ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
我
行
く
こ
と
近
き
に
在
り
。
恐
ら
く
は
真
面
に
之
を
付
す
る

こ
と
能
わ
ず
。
速
や
か
に
价か

い

僧そ
う

を
遣
わ
し
て
、
当
に
汝
等
三
人
の
書し

ょ
け
い契

を
以
っ
て
、
法
衣
を
添
え
て
相
い
贈
り
、
以
て
我
が

意
を
致
す
べ
し
」
と
。
師
、
翁
の
病
革あ

ら
た

ま
る
を
聞
き
て
、
忽
々
と
し
て
上
途
行
路
す
る
こ
と
昼
夜
無
し
。
洛
の
地じ

ぞ
う
じ

蔵
寺  

に

至
り
、
始
め
て
訃
音
を
聞
く
。
直
に
龍
門
に
抵い

た

り
て
、
哭
し
て
遺
命
を
奉
じ
、
瑞ず

い
お
う鳳

奥お
う
し旨

の
定じ

ょ
う

規き

を
書
す
。
居
る
こ
と
何
ば

く
無
く
し
て
江
府
に
帰
る
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
で
は
「
元
禄
六
年
秋
九
月
、
盤
珪
示
寂
龍
門
。
師
往
服
喪
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

【
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
甲
戌
】《
五
十
四
歳
》

若
狭
守
京
極
高
或
母
、
酒
井
氏
、
常
請
師
問
道
。
其
忱
信
痛
苦
待
師
之
渥
、
殆
乎
不
譲
養
性
院
。
今
年
、
高
豊
公
逝
去
。
乃
請

師
於
第
宅
、
薙
染
受
戒
、
執
師
資
礼
、
号
曰
松
寿
院
。
贈
金
縷
僧
伽
梨
一
頂
。
是
歳
、
師
請
諸
官
、
遷
光
林
於
今
地
旧
官
之
花

苑
。
俗
曰
御
薬
苑
者
也
。
距
市

一
牛
鳴
、
後
山
前
川
、
厥
位
向
陽
。
茂
林
修
竹
、
深
静
幽
邃
、
恰
如
有
待
師
。
卒
諸
徒
而

到
、
以
拄

卓
一
所
曰
、
此
処
掘
井
必
有
清
水
。
乃
穿
土
、
清
水
則
湧
出
。
光
林
庫
下
之
井
是
也
。
師
命
幹
蠱
者
曰
、
寺
隣
聚

洛
。
市
声
擾
々
、
非
真
阿
蘭
若
之
地
。
以
故
、
ト
築
此
絶
地
、
欲
便
安
禅
而
已
。
華
称
崇
成
、
素
非
我
之
願
。
早
搆
茅
茨
数

屋
、
安
処
清
衆
、
令
遂
我
素
志
。
勿
事
壮
麗
。
於
此
諸
徒
、
昼
乃
輦
石
、
簣
土
、
宵
乃
索
網
、
芟
除
、
畚
築
、
日
役
土
木
、
不

可
勝
計
。
或
至
松
寿
院
及
侍
女
、
有
縁
道
俗
子
、
来
運
送
土
石
。
凡
百
造
為
、
不
告
皆
備
矣
。
経
始
仲
夏
下
旬
、
畢
功
孟
冬
之

杪
。
其
間
、
一
百
五
十
日
、
一
回
不
至
匠
者
所
。
又
無
対
衆
謝
労
之
言
。
然
一
衆
勇
為
、
無
挾
異
心
者
。
十
月
上
梁
之
日
、
師

始
至
、
一
見
新
寺
而
帰
也
。
今
使
光
林
指
称
一
方
叢
林
者
、
出
於
師
之
一
生
至
誠
清
苦
之
中
。

若
狭
の
守
、
京き

ょ
う
ご
く
た
か
も
ち

極
高
或  

の
母
、
酒
井
氏
、
常
に
師
を
請
じ
て
道
を
問
う
。
そ
の
忱し

ん

信し
ん

痛
苦
し
て
師
を
待
す
る
の
渥あ

つ

き
、
殆
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ど
養
性
院
に
譲
ら
ず
。
今
年
、
高
豊
公
逝
去
せ
り
、
乃
ち
師
を
第
宅
に
請
じ
て
、
薙て

い

染ぜ
ん

受じ
ゅ
か
い戒

、
師
資
の
礼
を
執
り
、
号
し
て

「
松し

ょ
う
じ
ゅ
い
ん

寿
院
」
と
曰
う
。
金き

ん
る縷

の
僧
伽
梨
一
頂
を
贈
る
。
是
の
歳
、
師
、
諸
官
に
請
じ
て
、
光
林
を
今
の
地
、
旧
官
の
花
苑
に

遷
す
。
俗
に
「
御ご

や
く
え
ん

薬
苑  

」
と
曰
う
者
な
り
。
市し

い
ん

を
距
つ
る
こ
と
一
牛
鳴
、
後
山
前
川
、
厥そ

の
位
、
陽
に
向
か
う
。
茂も

り
ん林

修し
ゅ
う
ち
く竹

、
深し

ん
せ
い
ゆ
う
す
い

静
幽
邃
、
恰
も
師
を
待
す
る
こ
と
有
る
が
如
し
。
諸
徒
を
卒ひ

き

い
て
到
り
、
拄し

ゅ
じ
ょ
う

を
以
て
一
所
を
卓
し
て
曰
く
、

「
此
の
処
、
井
を
掘
ら
ば
必
ず
清
水
有
ら
ん
」
と
。
乃
ち
土
を
穿
た
ば
、
清
水
則
ち
湧
出
す
。
光
林
庫
下
の
井
こ
れ
な
り
。

師
、
幹か

ん
こ蠱

の
者
に
命
じ
て
曰
く
、「
寺
、
聚
洛
に
隣
り
す
。
市
声
擾

じ
ょ
う
じ
ょ
う々と

し
て
、
真
の
阿あ

ら
ん
に
ゃ

蘭
若  

の
地
に
非
ず
。
故
を
以
て
、

卜
し
て
此
の
絶
地
に
築
し
て
、
安
禅
に
便
な
ら
ん
と
欲
す
る
の
み
。
華
称
崇
成
は
、
素
よ
り
我
が
願
い
に
非
ず
。
早
く
茅
茨

数
屋
を
搆
え
て
、
清
衆
を
安
処
し
、
我
が
素
志
を
遂
げ
し
め
よ
。
壮そ

う

麗れ
い

を
事
と
す
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
此
こ
に
於
い
て
諸

徒
、
昼
は
乃
ち
石
を
輦こ

し

に
し
、
土
を
簣か

ご

に
し
、
宵
は
乃
ち
索さ

く
も
う網

、
芟さ

ん
じ
ょ除

、
畚ほ

ん
ち
く築

し
、
日
に
土
木
に
役
す
る
こ
と
、
勝あ

げ
て
計か

ぞ

う
可
か
ら
ず
。
或
い
は
松
寿
院
及
び
侍
女
、
有
縁
の
道
俗
子
、
来
た
っ
て
土
石
を
運
送
す
。
凡
百
の
造
為
、
告
げ
ず
し
て
皆

な
備
わ
れ
り
。
仲
夏
下
旬
に
経け

い
し始

し
、
功
を
孟
冬
の
杪す

え

に
畢お

う
。
其
の
間
、
一
百
五
十
日
、
一
回
も
匠
者
の
所
に
至
ら
ず
。

又
た
、
衆
に
対
し
て
労
を
謝
す
る
の
言
無
し
。
然
れ
ど
も
一
衆
勇
為
し
て
異
心
を
挾
む
者
な
し
。
十
月
上
梁
の
日
、
師
始
め

て
至
り
、
新
寺
を
一
見
し
て
帰
る
。
今
、
光
林
を
し
て
、
指
し
て
一
方
の
叢そ

う

林り
ん

と
称
せ
し
む
る
者
は
、
師
の
一
生
至
誠
清
苦

の
中
よ
り
出
で
た
り
。

※ 

「
是
歳
師
請
諸
官
遷
光
林
…
」
以
降
は
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
冨
士
山
如
法
禅
寺
開

山
塔
因
由
』（
逸
山
祖
仁
著
・
如
法
寺
蔵
）
に
は
、「
奥
旨
軒
（
現
開
山
堂
）」
の
建
立
に
大
工
の
力
は
用
い
な
か
っ
た
」
と

の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
節
外
も
そ
れ
に
習
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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【
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
乙
亥
】《
五
十
五
歳
》

肥
前
守
松
浦
鎮
信
、
於
下
総
本
庄
創
天
祥
寺
。
請
仏
智
翁
為
開
山
第
一
祖
、
以
師
為
第
二
世
。
贈
金
襴
法
衣
一
頂
。
後
令
明
雪

堂
継
席
。

肥
前
の
守
、
松
浦
鎮
信  

、
下
総
の
本
庄
に
於
い
て
天て

ん

祥し
ょ
う
じ寺  

を
創
む
。
仏
智
翁
を
請
じ
て
開
山
第
一
祖
と
為
し
、
師
を
以

て
第
二
世
と
為
す
。
金
襴
の
法
衣
一
頂
を
贈
る
。
後
に
明め

い
せ
つ
ど
う

雪
堂  

を
し
て
席
を
継
が
し
む
。

【
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
丙
子
】《
五
十
六
歳
》

遠
州
匂
坂
、
真
如
・
慈
恩
之
両
寺
、
以
師
為
第
二
世
。

遠
州
匂さ

ぎ
さ
か坂

の
真
如  

・
慈
恩  
の
両
寺
、
師
を
以
て
第
二
世
と
為
す
。

【
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
丁
丑
】《
五
十
七
歳
》

龍
門
永
明
、
遣
价
僧
請
師
。
二
月
至
龍
門
。
緇
白
嚮
慕

臻
。
再
振
開
祖
宗
風
。
藤
公
・
泰
公
、
恒
厚
礼
邀
師
、
僑
寓
如
法
。

日
問
法
要
、
帰
崇
特
甚
。
居
無
何
東
帰
。

龍
門
の
永
明  

、
价
僧
を
遣
わ
し
て
師
を
請
ず
。
二
月
、
龍
門
に
至
る
。
緇
白
嚮き

ょ
う
ぼ慕

し
、

の
ろ

の
ご
と
く
に
臻い

た

れ
り
。
再
び
開

祖
の
宗
風
を
振
う
。
藤
公
・
泰
公
、
恒
に
礼
を
厚
く
し
て
師
を
邀む

か

う
。
僑き

ょ
う
ぐ
う寓

す
る
こ
と
如
法
な
り
。
日
に
法
要
を
問
い
、
帰

崇
特
に
甚
だ
し
。
居
る
こ
と
何い

く

ば
く
無
く
し
て
東
に
帰
る
。

【
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
己
卯
】《
五
十
九
歳
》

是
歳
、
退
隠
武
州
野
沢
村
。
使
蔭
霊
源
継
光
林
席
。
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是
の
歳
、
武
州
野
沢
村
に
退
隠
す
。
蔭い

ん

霊れ
い
げ
ん源  

を
し
て
光
林
の
席
を
継
が
し
む
。

【
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
庚
辰
】《
六
十
歳
》

松
浦
鎮
信
公
室
人
、
請
師
薙
染
、
執
師
資
礼
。
号
貞
寿
院
。
以
鎮
信
捐
館
舎
也
。
贈
藕
糸
鬱
多
羅
僧
衣
。

松ま
つ
う
ら
し
げ
の
ぶ

浦
鎮
信
公
の
室
人
、
師
を
請
じ
て
薙
染
し
、
師
資
の
礼
を
執
る
。「
貞て

い
じ
ゅ
い
ん

寿
院
」
と
号
す
。
鎮
信
、
館
舎
を
捐す

つ
る
を
以
て

な
り
。
藕
糸
の
鬱う

っ

多た

ら羅
僧
衣  

を
贈
る
。

＊
「
捐
館
舎
…
」
は
『
富
士
山
志
』
で
は
「
聚
管
内
…
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
甲
申
】《
六
十
四
歳
》

豫
之
如
法
虚
席
。
檀
越
遠
州
太
守
藤
公
、
請
師
董
席
。
明
年
八
月
、
解
印
、
命
仁
逸
山
補
席
。

豫
の
如
法
、
席
を
虚
し
く
す
。
檀だ

ん

越の
つ

、
遠
州
の
太
守
藤
公
、
師
を
請
じ
て
席
を
董
せ
し
む
。
明
年
八
月
、
印
を
解
き
、
仁に

ん

逸い
つ

山ざ
ん

に
命
じ
て
席
を
補
せ
し
む
。

【
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
乙
酉
】《
六
十
五
歳
》

今
茲
九
月
三
日
、
丁
仏
智
翁
十
三
回
諱
。
師
以
応
龍
門
請
故
、
如
法
法
事
於
八
月
三
日
執
行
。
香
語
。
三
語
相
酬
鑑
多
口
、
双

拳
捏
怪
老
楊
岐
、
冨
山
今
日
行
何
令
、
露
馥
桂
花
八
月
枝
。　

讃
州
円
亀
城
主
、
京
極
若
狭
守
、
請
師
於
郡
之
寶
津
寺
。
特
加

殊
礼
。
留
止
数
日
、
太
守
艤
船
送
龍
門
。
九
月
三
日
、
龍
門
祖
忌
。
香
語
。　

一
代
龍
門
天
下
嶮
、
望
崖
多
是
胆
魂
驚
、
猶
余

光
烈
十
三
白
、
無
尽
龕
燈
永
夜
明
。　

同
月
某
日
、
発
龍
門
赴
越
前
福
居
。
応
兵
部
太
輔
源
公
之
請
也
。
源
公
出
迎
、
手
与
師

、
又
携
蒲
団
来
、
使
師
坐
焉
。
欽
問
法
要
、
待
遇
優
渥
。
師
帰
寓
館
、
謂
侍
者
曰
、
我
出
此
地
、
已
三
十
余
年
少
也
。
向
大
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神
宮
誓
願
曰
、
我
発
明
大
事
、
化
度
衆
生
、
且
復
国
主
非
帰
仰
於
我
、
有
招
之
日
、
則
決
不
履
此
土
。
而
今
源
公
遇
我
之
厚
、

殆
乎
符
合
最
初
志
願
也
。
邪
正
是
非
、
無
不
依
願
。
汝
等
宜
勉
励
。
空
勿
過
時
光
。
此
冬
、
濃
州
日
立
玉
龍
寺
、
堅
請
結
制
。

緇
素
欽
風
輻
湊
。
制
解
東
帰
。

今
茲こ

こ
に
九
月
三
日
、
仏
智
翁
の
十
三
回
諱
に
丁あ

た
る
。
師
、
龍
門
の
請
に
応
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
如
法
の
法
事
、
八
月

三
日
に
於
い
て
執
行
す
。

香
語

三
語
相あ

い

酬む
く

ゆ
鑑か

ん

多た

口く

（
＝
巴
陵
顥
鑑
禅
師
）。

双そ
う
け
ん
ね
つ
か
い

拳
捏
怪
す
老ろ

う
よ
う
ぎ

楊
岐
（
＝
楊
岐
方
会
禅
師
）。

冨
山
今
日
、
何
の
令
を
か
行
ず
。

露つ
ゆ

は
馥か

ん

ば
し
桂
花
、
八
月
の
枝
。

讃
州
丸
亀
の
城
主
、
京
極
若
狭
の
守
、
師
を
郡
の
寶
津
寺  

に
請
ず
。
特
に
殊
礼
を
加
う
。
留
止
す
る
こ
と
数
日
、
太
守
、

船
を
艤ぎ

し
て
龍
門
に
送
る
。

九
月
三
日
、
龍
門
の
祖
忌
。

香
語

一
代
の
龍
門
、
天
下
の
嶮
。

崖
に
望
ん
で
多
く
は
是
れ
胆
魂
胆た

ん
こ
ん魂

驚
く
。

猶
お
余
光
烈
な
る
こ
と
十
三
白
。

無
尽
の
龕が

ん
と
う燈

、
永
夜
明
ら
か
な
り
。

同
月
某
日
、
龍
門
を
発
し
て
越
前
の
福
居
に
赴
く
。
兵
部
太
輔
源
公  

の
請
に
応
ず
る
な
り
。
源
公
出
て
迎
え
、
手
ず
か
ら
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師
に

を
与
え
、
又
た
蒲
団
を
携
え
て
来
っ
て
、
師
を
し
て
坐
せ
し
む
。
法
要
を
欽
問
し
て
、
待
遇
す
る
こ
と
優ゆ

う

渥あ
く

な
り
。

師
、
寓
館
に
帰
り
、
侍
者
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
、
此
の
地
を
出
て
、
已
に
三
十
余
年
少
し
な
り
。
大
神
宮
に
向
か
っ
て
誓

願
し
て
曰
く
、「
我
、
大
事
を
発
明
し
、
衆
生
を
化
度
し
、
且
つ
復
た
国
主
、
我
を
帰
仰
し
て
招
く
の
日
有
る
に
非
ず
ん
ば
、

則
ち
決
し
て
こ
の
地
を
履
ま
じ
」
と
。
而い

今ま

、
源
公
、
我
を
遇
す
る
の
厚
き
こ
と
、
殆
ど
最
初
の
志
願
に
符
合
せ
り
。
邪
正

是
非
、
願
い
に
依
ら
ざ
る
無
し
。
汝
等
宜
し
く
勉
励
す
べ
し
。
空
し
く
時
光
を
過す

ご

す
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
此
の
冬
、
濃
州
日

立
の
玉ぎ

ょ
く
り
ゅ
う
じ

龍
寺  
、
堅
請
し
て
結
制
す
。
緇
素
、
風
を
欽
ん
で
輻ふ

う
そ
う湊

す
。
制
解
け
て
東
に
帰
る
。

【
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
丙
戌
】《
六
十
六
歳
》

濃
州
粟
野
神
光
山
金
嶺
寺
主
租
宥
、
以
金
嶺
奉
師
為
開
山
祖
。
為
師
資
礼
。
号
寛
室
。

濃
州
粟
野
の
神
光
山
金き

ん
れ
い
じ

嶺
寺  

主
の
租
宥  

、
金
嶺
を
以
て
師
を
奉
じ
て
開
山
祖
と
為
す
。
師
資
の
礼
を
為
す
。
寛
室
と
号

す
。

【
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
戊
子
】《
六
十
八
歳
》

是
歳
、
移
居
於
武
江
城
南
渋
屋
之
西
庵
、
自
号
曰
西
庵
老
人
。

是
の
歳
、
居
を
武
江
城
南
渋
屋
の
西
庵
に
移
し
て
、
自
か
ら
号
し
て
「
西
庵
老
人
」
と
曰
う
。

【
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
己
丑
】《
六
十
九
歳
》

九
月
三
日
、
仏
智
翁
十
七
回
忌
。
光
林
設
斎
会
。
師
、
焼
香
有
偈
曰
、　

継
席
曽
知
草
創
難
、
烹
金
爐

跡
猶
寒
、
今
朝
試
払

死
灰
見
、
触
砕
通
紅
鉄
一
団
。　

此
冬
濃
之
心
洞
寺
、
請
結
制
。
緇
素
雑
蹈
如
水
趨
沢
。
後
、
命
喝
太
岩
住
持
。
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九
月
三
日
、
仏
智
翁
十
七
回
忌
。
光
林
に
斎
会
を
設
く
。
師
焼
香
、
偈
有
り
て
曰
く
、

継
席
し
て
曽
て
知
る
草
創
の
難
き
こ
と
を
。

烹ほ
う

金き
ん

の
爐ろ

は
い

、
跡
猶
お
寒す

さ
ま

し
。

今
朝
、
試
み
に
死
灰
を
払
っ
て
見
れ
ば
、

触そ
く
さ
い砕

す
通
紅
の
鉄
一
団
。

此
の
冬
、
濃
の
心
洞
寺  

、
請
じ
て
結
制
す
。
緇し

そ素
雑ざ

っ
と
う蹈

す
る
こ
と
、
水
の
沢
に
趨は

し

る
が
如
し
。
後
に
、
喝
太
岩  

に
命
じ

て
住
持
せ
し
む
。

【
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
庚
寅
】《
七
十
歳
》

濃
州
岩
崎
代
官
南
条
氏
逝
去
。
後
日
有
老
臣
新
井
氏
者
、
薙
髪
云
元
隣
。
為
亡
主
、
与
智
伯
・
智
珊
尼
等
助
化
、
金
嶺
寺
営
建

方
丈
厨
庫
。
住
持
、
苦
地
之
不
平
。
師
至
、
回
顧
境
内
、
有
一
丘

。
隆
然
方
可
丈
余
。
多
以
石
築
。
師
曰
、
毀

、
取
石
、

築
墻
而
可
。
里
人
恐
怖
曰
、
此

、
年
代
久
遠
、
不
知
何
人

。
若
苅
一
草
、
取
一
石
、
則
必
成
祟
悩
人
。
必
勿
取
勿
用
。
師

曰
、
我
毀
之
用
之
、
資
神
霊
也
。
何
祟
有
之
。
乃
命
令
毀
、
而
地
形
得
平
矣
。
落
成
之
日
、
則
師
焼
香
。
偈
曰
、
剏
業
全
憑
檀

信
力
、
炊
巾
展
処
壮
封
彊
、
法
輪
永
与
願
輪
転
、
一
段
神
光
爍
十
方
。　

者
回
有
伊
勢
行
。
語
左
右
曰
、
我
七
十
年
間
不
詣
大

神
宮
者
、
有
素
願
也
。
出
家
時
、
誓
願
斯
神
曰
、
我
無
成
志
願
、
報
仏
祖
恩
之
分
、
不
詣
斯
神
。
今
幸
在
隣
国
、
当
参
詣
報
神

恩
。
云
々
。
今
年
、
霊
源
就
野
沢
旧
隠
、
創
建
大
沢
山
龍
雲
寺
、
以
師
為
開
山
第
一
祖
。

濃
州
岩
崎
の
代
官
、
南
条
氏
逝
去
す
。
後
日
、
老
臣
新
井
氏
な
る
者
有
り
、
薙
髪
し
て
元
隣
と
云
う
。
亡
主
の
為
に
、
智

伯
・
智
珊
尼
等
と
助
化
し
て
、
金
嶺
寺
に
方
丈
・
厨
庫
を
営
建
す
。
住
持
、
地
の
不
平
な
る
を
苦
し
む
。
師
至
り
、
境
内
を

回
顧
す
る
に
、
一い

っ
き
ゅ
う
ろ
う

丘

有
り
。
隆
然
と
し
て
方
に
丈
余
な
る
可
し
。
多
く
石
を
以
て
築
け
り
。
師
曰
く
、「

お
か

を
毀
ち
、
石
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を
取
り
、
墻か

き

を
築
か
ば
可
な
り
」
と
。
里
人
恐
怖
し
て
曰
く
、「
こ
の

、
年
代
久
遠
に
し
て
、
何
人
の

な
る
か
を
知
ら

ず
。
若
し
一
草
を
苅
り
、
一
石
を
取
ら
ば
、
則
ち
必
ず
祟
り
を
成
し
、
人
を
悩
ま
さ
ん
。
必
ず
取
る
こ
と
勿
か
れ
、
用
い
る

こ
と
勿
か
れ
」
と
。
師
曰
く
。「
我
、
之
を
毀
ち
、
之
を
用
い
て
神
霊
を
資た

す

く
る
な
り
。
何
の
祟た

た

り
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。

乃
ち
命
じ
て
毀こ

ぼ

た
し
め
て
、
地
形
、
平
ら
か
な
る
こ
と
を
得
た
り
。
落
成
の
日
、
則
ち
師
焼
香
。
偈
に
曰
く
。

業
を
剏は

じ

む
る
は
全
く
檀
信
の
力
に
憑よ

る
、

炊す
い
き
ん巾

展
ず
る
処
、
封ほ

う
き
ょ
う彊

を
壮
に
す
、

法
輪
永
く
与
う
願
輪
の
転
ず
る
を
、

一
段
の
神
光
、
十
方
を
爍と

か

す
。

者こ

の
回
、
伊
勢
の
行
有
り
。
左
右
に
語
り
て
曰
く
、「
我
、
七
十
年
間
、
大
神
宮
に
詣
で
ざ
る
は
、
素
願
有
れ
ば
な
り
。
出

家
の
時
、
斯こ

の
神
に
誓
願
し
て
曰
く
、『
我
、
志
願
を
成
じ
、
仏
祖
の
恩
を
報
ず
る
の
分
無
く
ん
ば
、
斯
の
神
に
詣
で
ず
。

今
幸
い
に
隣
国
に
在
り
。
当
当
に
参
詣
し
て
神
恩
を
報
ず
べ
し
』
と
。
云
々
。　

今
年
、
霊
源
、
野
沢
の
旧
隠
に
就
き
て
、

大
沢
山
龍
雲
寺  

を
創
建
し
、
師
を
以
て
開
山
第
一
祖
と
為
す
。

※
「
濃
州
岩
崎
代
官
南
条
氏
…
与
智
伯
智
珊
尼
等
助
化
」
の
部
分
は
、『
富
士
山
志
』、「
巻
之
八
」
に
は
見
え
な
い
。

※
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

【
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
辛
卯
】《
七
十
一
歳
》

再
住
妙
心
寺
三
百
又
三
世
。

妙
心
寺
に
再
住
す
。
三
百
又
三
世
な
り
。
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【
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
乙
未
】《
七
十
五
歳
》

坪
内
祖
英
居
士
、
創
建
霊
隠
山
鷲
峰
寺
、
請
師
為
開
山
祖
。
命
林
青
州
継
席
。

坪
内
祖
英
居
士
、
霊
隠
山
鷲
峰
寺  

を
創
建
し
、
師
を
請
じ
て
開
山
祖
と
為
す
。
林り

ん
せ
い
し
ゅ
う

青
州  

に
命
じ
て
席
を
継
が
し
む
。

【
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
丁
酉
】《
七
十
七
歳
》

此
秋
九
月
三
日
、
当
仏
智
翁
二
十
五
回
忌
。
光
林
寺
設
斎
会
。
師
焼
香
偈
、　

不
生
一
句
喧
天
下
、
二
十
五
回
尚
未
休
、
若
信

先
師
無
此
語
、
定
中
消
息
我
焉
廋
。　

又
、　

祖
翁
一
片
閒
田
地
、

掇
梨
鋤
不
上
肩
、
今
日
無
端
刈
荒
草
、
束
成
火
種
慱
山

煙
。此

の
秋
九
月
三
日
、
仏
智
翁
二
十
五
回
忌
に
当
た
る
。
光
林
寺
、
斎
会
を
設
く
。
師
焼
香
の
偈
に
、

不
生
の
一
句
、
天
下
に
喧

か
ま
び
すし

、

二
十
五
回
尚
お
未
だ
休
ま
ず
、

若
し
先
師
に
此
の
語
無
き
こ
と
を
信
ず
れ
ば
、

定
中
の
消
息
、
我
焉い

ず

く
ん
ぞ
廋か

く

さ
ん
。

又
た
、

祖
翁
一
片
の
閒
田
地
、

犁り

鋤じ
ょ

を
さ
ん
と
う掇

す
る
も
肩
に
上
ら
ず
、

今
日
、
端は

し

無
く
荒
草
を
刈
り
、

束つ
か

ね
て
火
種
と
成
す
博
山
の
煙
。 56
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【
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
戊
戌
】《
七
十
八
歳
》

奥
州
白
川
城
主
、
松
平
大
和
守
源
公
、
欽
師
之
道
。
或
来
西
菴
、
或
請
于
第
、
諮
詢
法
要
。
有
時
謂
侍
臣
曰
、
我
視
師
之
相

好
、
徳
宇
円
満
、
令
人
心
悦
可
。
我
帰
白
川
、
不
拝
尊
顔
久
矣
。
希
師
自
書
円
相
一
字
賜
之
。
乃
掛
置
座
上
、
日
夕
拝
之
、
為

対
顔
想
。
使
侍
臣
言
之
。
師
乃
書
而
贈
焉
。
此
冬
、
上
足
霊
源
、
臥
病
于
龍
雲
。
一
日
召
法
弟
青
州
語
曰
、
我
嘗
受
師
之
印

記
、
未
聞
師
之
受
仏
智
翁
印
記
。
汝
久
侍
左
右
、
委
悉
此
事
也
否
。
我
今
謝
世
。
汝
代
而
以
之
聞
師
、
令
我
安
穏
。
青
州
帰
、

告
師
以
実
。
師
謂
青
州
曰
、
我
少
而
大
志
、
有
自
謂
、
直
饒
仏
祖
出
現
、
為
我
証
之
、
於
我
無
休
歇
心
、
雖
死
不
可
回
頭
。
故

在
賢
岩
会
裡
、
岩
称
行
業
純
一
、
而
作
偈
雖
贈
之
、
帰
寮
焼
却
了
。
又
参
即
非
時
、
即
非
称
美
留
之
、
不
肯
辞
去
。
仏
智
翁
、

雖
授
印
記
、
我
以
之
衒
売
、
不
欲
取
信
於
人
。
以
故
、
一
生
秘
重
、
而
思
末
後
焼
却
。
如
此
已
雖
及
四
十
年
、
今
不
獲
已
、
出

而
看
之
。
今
時
学
者
、
以
志
願
軽
慢
故
、
師
家
纔
為
一
言
称
名
、
以
之
為
足
。
或
提
撕
一
則
公
案
、
向
意
根
下
識
得
些
道
理
、

我
已
曰
、
参
禅
了
畢
、
空
腹
高
心
、
成
天
魔
種
類
。
寔
可
悲
愍
者
也
。
青
州
聞
之
大
喜
、
不
覚
涕
泣
、
写
印
記
文
、
往
而
与
看

霊
源
、
以
之
言
。
霊
源
、
頂
戴
拝
読
曰
、
不
意
末
後
得
大
安
穏
。

奥
州
白
川
の
城
主
、
松
平
大
和
守
源
公
、
師
の
道
を
欽つ

つ
し

む
。
或
い
は
西
菴
に
来
り
、
或
い
は
第
に
請
じ
て
法
要
を
諮し

じ
ゅ
ん詢

す
。

有
る
時
、
侍
臣
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
、
師
の
相そ

う

好ご
う

を
視
る
に
、
徳
宇
円
満
、
人
の
心
を
し
て
悦
可
せ
し
む
。
我
れ
白
川
に

帰
ら
ば
、
尊
顔
を
拝
せ
ざ
る
こ
と
久
し
か
ら
ん
。
希
わ
く
ば
師
自
ら
円
相
一
字
を
書
し
て
之
を
賜
え
。
乃
ち
座
上
に
掛
け
置

き
、
日
夕
、
焉こ

れ

を
拝
し
て
、
対
顔
の
想
い
を
為
さ
ん
。
侍
臣
を
し
て
之
を
言
わ
し
む
。
師
乃
ち
書
し
て
焉こ

れ

を
贈
る
。
此
の

冬
、
上
足
の
霊
源
、
病
に
龍
雲
に
臥
す
。
一
日
、
法
弟
の
青
州
を
召
し
て
語
り
て
曰
く
、「
我
嘗
て
師
の
印
記
を
受
く
る
も
、

未
だ
師
の
、
仏
智
翁
の
印
記
を
受
く
る
こ
と
を
聞
か
ず
。
汝
、
久
し
く
左
右
に
侍
せ
ば
、
此
の
事
を
委い

し
つ悉

す
や
、
也ま

た
否

や
。
我
、
今
、
世
を
謝
せ
ん
と
す
。
汝
代
わ
り
て
之
を
以
て
師
に
聞
し
、
我
を
し
て
安
穏
な
ら
し
め
よ
」
と
。
青
州
帰
り

て
、
師
に
告
ぐ
る
に
実
を
以
て
す
。
師
、
青
州
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
少わ

か

く
し
て
大
い
に
志
し
て
、
自
ら
謂
う
こ
と
有
り
、
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『
直た

と饒
い
仏
祖
出
現
し
て
、
我
が
為
に
之
を
証
す
る
も
、
我
に
於
い
て
休
歇
の
心
無
く
ん
ば
、
死
す
と
雖
も
頭
を
回
ら
す
可

か
ら
ず
』
と
。
故
に
賢
岩
の
会
裡
に
在
っ
て
、
岩
、『
行
業
純
一
』
と
称
し
て
、
偈
を
作
り
て
之
を
贈
る
と
雖
も
、
寮
に
帰

り
て
焼
却
し
了
わ
れ
り
。
又
た
、
即
非
に
参
ぜ
し
時
、
即
非
称
美
し
て
之
を
留
む
る
も
、
肯
わ
ず
し
て
辞
し
去
る
。
仏
智

翁
、
印
記
を
授
く
と
雖
も
、
我
、
之
を
以
て
衒げ

ん
ば
い売

し
て
、
信
を
人
に
取
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。
故
を
以
て
、
一
生
秘
重
し
て
、

末
後
に
焼
却
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
此
く
の
如
く
に
し
て
、
已
に
四
十
年
に
及
ぶ
と
雖
も
、
今
、
已
む
を
獲
ざ
れ
ば
、
出
し
て

之
を
看
せ
ん
。
今
時
の
学
者
、
志
願
軽
慢
な
る
を
以
て
の
故
に
、
師
家
纔わ

ず
か

に
一
言
を
為
し
て
名
を
称
す
れ
ば
、
之
を
以
て
足

れ
り
と
為
す
。
或
い
は
一
則
の
公
案
を
提
撕
し
、
意
根
下
に
向
か
っ
て
些
か
の
道
理
を
識
得
せ
ば
、
我
已
に
『
参
禅
了り

ょ
う
ひ
つ畢

す
』
と
曰
い
、
空
腹
高
心
に
し
て
、
天
魔
の
種
類
と
成
る
。
寔ま

こ
と
に
ひ
び
ん

悲
愍
す
べ
き
者
な
り
」
と
。
青
州
こ
れ
を
聞
き
て
大
い
に
喜

び
、
覚
え
ず
涕
泣
し
て
、
印
記
の
文
を
写
し
、
往
き
て
与
え
て
霊
源
に
看
せ
、
之
を
以
て
言
う
。
霊
源
、
頂
戴
拝
読
し
て
曰

く
、「
意お

も

わ
ざ
り
き
、
末
後
に
大
安
穏
を
得
ん
と
は
」
と
。

※ 

前
半
部
分
に
つ
い
て
、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
で
は
、「
奥
州
白
川
侯
、
欽
崇
師
道
、
或
抵
西
庵
、
或
迎
于
邸
、
咨
問
法

要
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

※
「
故
師
家
纔
為
一
言
称
名
、
以
之
為
足
」
と
あ
る
が
、『
富
士
山
志
』
巻
之
八
で
は
、「
一
言
証
明
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
己
亥
】《
七
十
九
歳
》

青
州
、
請
官
移
鷲
峰
寺
於
城
南
渋
谷
、
新
建
方
丈
等
。
入
仏
安
座
之
日
、
師
焼
香
。
偈
曰
、　

杜
門
種
菜
我
家
風
、
眠
熟
不
知

新
築

、
剛
下
禅
牀
展
老
眼
、
五
雲
擎
出
鳳
凰
宮
。

青
州
、
官
に
請
じ
て
鷲
峰
寺
を
城
南
の
渋
谷
に
移
し
、
方
丈
等
を
新
建
す
。
入
仏
安
座
の
日
、
師
焼
香
。
偈
に
曰
く
、

門
を
杜
じ
て
菜
を
種
う
我
が
家
風
、
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眠
り
熟
し
て
新
た
に

し
ろ

を
築
く
を
知
ら
ず
、

剛
に
を
下
り
て
老
眼
を
展
ぶ
れ
ば
、

五
雲
擎さ

さ

げ
出
す
鳳
凰
の
宮
。

【
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
壬
寅
】《
八
十
二
歳
》

正
月
三
日
朝
、
語
左
右
曰
、
我
昨
夜
、
夢
登
富
士
山
。
至
頂
上
、
雲
晴
天
朗
。
四
顧
、
北
方
有
金
殿
玉
楼
、
光
明
烜
赫
。
我
至

彼
見
、
金
殿
中
有
一
須
弥
座
。
側
有
帝
王
、
群
臣
囲
繞
。
見
我
至
、
王
臣
出
迎
、
請
我
上
須
弥
座
、
恭
敬
礼
拝
、
為
王
請
説

法
。
因
説
法
要
云
。
同
年
二
月
二
十
一
日
、
天
書
特
降
、
賜　

大
慈
妙
応
禅
師
号
、
旌
異
之
。
而
符
前
宵
夢
、
夫
豈
偶
然
。

正
月
三
日
の
朝
、
左
右
に
語
り
て
曰
く
、「
我
れ
昨
夜
、
夢
に
富
士
山
に
登
る
。
頂
上
に
至
れ
ば
、
雲
晴
れ
て
天
朗
ら
か
な

り
。
四
も
に
顧
み
れ
ば
、
北
方
に
金
殿
・
玉
楼
有
り
、
光
明
烜け

ん
か
く赫

た
り
。
我
、
彼
に
至
っ
て
、
金
殿
中
に
一
須
弥
座
有
る
を

見
る
。
側
に
帝
王
有
り
、
群
臣
囲
繞
せ
り
。
我
の
至
る
を
見
て
、
王
臣
出
て
我
を
迎
え
、
須
弥
座
に
上
ら
ん
こ
と
を
請
い
、

恭
敬
礼
拝
し
て
、
王
の
為
に
説
法
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
因
っ
て
法
要
を
説
く
」
と
云
う
。
同
年
二
月
二
十
一
日
、
天
書
特
に

降
り
て
、
大だ

い
じ
み
ょ
う
お
う

慈
妙
応
禅
師
の
号
を
賜
い
、
之
を
旌せ

い
い異  

に
す
。
前
宵
の
夢
に
符
す
る
は
、
夫
れ
豈
に
偶
然
な
ら
ん
や
。

【
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
癸
卯
】《
八
十
三
歳
》

此
春
、
門
弟
等
、
抽
衣
盂
資
、
築
寿
塔
於
寺
之
東
偏
。
扁
曰
常
在
庵
。
落
成
之
日
、
涓
吉
辰
、
落
慶
供
養
。
師
焼
香
、
直
出
方

丈
、
為
衆
説
法
。
又
曰
、
我
有
今
日
事
、
自
少
欲
究
明
大
事
、
報
仏
祖
恩
之
外
、
雖
片
時
、
無
他
念
。
皆
寸
誠
取
致
也
。
苦
口

叮
嚀
、
一
衆
、
不
堪
感
喜
涕
泣
。

此
の
春
、
門
弟
等
、
衣え

う盂  

の
資
を
抽
し
て
、
寿
塔
を
寺
の
東
偏
に
築
く
。
扁
し
て
常
在
庵
と
曰
う
。
落
成
の
日
、
吉
辰
を
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涓え
ら

び
、
落
慶
供
養
す
。
師
焼
香
し
、
直
に
方
丈
を
出
で
て
、
衆
の
為
に
説
法
す
。
又
た
曰
く
、「
我
に
今
日
の
事
有
る
こ
と

は
、
少わ

か

き
よ
り
大
事
を
究
明
し
、
仏
祖
の
恩
を
報
い
ん
と
欲
す
る
の
外
、
片
時
と
雖
も
、
他
念
無
し
。
皆
な
寸
誠
の
致
す
所

な
り
」
と
。
苦く

口ぐ
ち

叮て
い
ね
い嚀

な
れ
ば
、
一
衆
、
感
喜
に
堪
え
ず
涕
泣
す
。

【
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
乙
巳
】《
八
十
五
歳
》

正
月
二
十
六
日
、
示
微
恙
。
謂
左
右
曰
、
吾
行
在
近
。
勿
労
医
薬
。
從
容
属
以
後
事
。
二
月
八
日
、
泊
然
化
。
乃
遵
貽
命
、
闍

維
于
龍
雲
。
燼
余
頂
骨
・
牙
歯
、
不
壊
。
有
設
利
羅
、
瑩
明
晶
徹
、
如
粟
粒
者
、
無
算
。
見
聞
、
咸
成
未
曾
有
想
、
感
動
不

止
。
迺
奉
霊
骨
、

鷲
峰
寿
塔
。
又
歛
師
之
遺
歯
爪
髪
、
塔
濃
之
金
嶺
寺
西
麓
。
寿
八
十
五
、
臘
六
十
六
。
度
僧
尼
、
受
法

諱
、
執
弟
子
礼
者
、
不
可
算
。
嗣
法
者
、
某
等
若
干
人
。

鳴
呼
、
師
宿
殖
徳
本
、
生
知
有
仏
。
雖
生
官
家
、
超
然
無
処
俗
意
。
為
児
、
嬉
戯
曰
、
為
有
成
人
量
、
其
英
遇
傑
特
之
資
、
蚤

著
於
丱
歳
。
及
弱
冠
、
擢
事
、
府
君
寵
顧
甚
篤
。
然
以
志
在
緇
門
、
意
不
栄
之
。
只
要
出
離
、
造
次
不
忘
、
寝
食
惟
思
。
視
世

之
走
仕
途
、
徼
利
達
者
、
天
淵
也
。
蓋
人
之
所
栄
、
師
之
所
辱
也
。
其
為
人
也
、
豊
顙
広
頤
、
荘
重
簡
黙
、
終
身
不
見
喜
愠

色
。
天
賦
質
素
、
不
事
浮
華
。
儀
貌
截
然
、
威
而
寡
言
。
人
咸
雖
憚
近
傍
、
就
則
温
然
如
坐
于
春
風
中
。
故
一
接
音
容
者
、
心

酔
悦
服
索
居
、
未
嘗
不
思
慕
風
采
。
秘
重
大
法
、
挙
措
有
常
度
。
国
士

中
、
失
不
交
游
。
非
為
法
邀
請
、
不
入
豪
貴
之
門
。

初
董
光
林
之
日
、
寺
雖
蕞
爾
、
持
規
契
矩
、
若
臨
千
衆
。
拠
坐
一
榻
、
虚
不
離
単
位
。
客
至
、
無
貴
賤
老
幼
、
同
接
不
倦
。
言

苟
不
度
世
事
。
毎
夜
誘
掖
諸
徒
、
進
趣
于
道
、
貶
剥
諸
方
異
見
邪
解
、
只
依
仏
智
直
指
之
道
、
而
要
真
履
実
践
矣
。

正
月
二
十
六
日
、
微び

よ
う恙  

を
示
す
。
左
右
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾
が
行
、
近
き
に
在
り
、
医
薬
を
労
す
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。

従
容
と
し
て
属
す
る
に
後
事
を
以
て
す
。
二
月
八
日
、
泊
然
と
し
て
化
す
。
乃
ち
貽
命
に
遵
い
、
龍
雲
に
闍じ

ゃ
ゆ
い維  

す
。
燼
余
、

頂
骨
・
牙
歯
、
壊
せ
ず
。
設
利
羅
有
り
、
瑩え

い
み
ょ
う
し
ょ
う
て
つ

明
晶
徹
し
て
、
粟
粒
の
如
き
者
、
算か

ぞ

う
る
こ
と
無
し
。
見
聞
し
て
咸
な
未み

ぞ曽
有う
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の
想
い
を
成
し
、
感
動
し
て
止
ま
ず
。
迺す

な
わ

ち
霊
骨
を
奉
じ
て
、
鷲
峰
の
寿
塔
に

と
ざ

す
。
又
た
、
師
の
遺
歯
・
爪
髪
を
歛お

さ

め

て
、
濃
の
金
嶺
寺
の
西
麓
に
塔
す
。
寿
八
十
五
、
臘
六
十
六
。
僧
尼
を
度
し
、
法
諱
を
受
け
、
弟
子
の
礼
を
執
る
者
、
算か

ぞ

う

可
か
ら
ず
。
法
を
嗣
ぐ
者
、
某
等
、
若
干
人
。

鳴あ

呼あ

、
師
は
宿つ

と

に
徳
本
を
殖
え
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
有
る
こ
と
を
知
る
。
官
家
に
生
ず
と
雖
も
、
超
然
と
し
て
俗
に

処
す
る
の
意
無
し
。
児
と
為
り
て
、
嬉き

ぎ戯
し
て
曰
く
、「
成
人
の
量
有
る
が
為
に
、
其
の
英
遇
傑
特
の
資
、
蚤つ

と

に
丱か

ん

歳さ
い

に
著

わ
る
」
と
。
弱
冠
に
及
ん
で
、
事
に
擢ぬ

き
ん

ず
れ
ば
、
府
君
、
寵ち

ょ
う

顧こ

す
る
こ
と
甚
だ
篤
し
。
然
れ
ど
も
、
志
、
緇
門
に
在
る
を
以

て
、
之
を
栄
と
せ
ず
。
只
だ
出
離
せ
ん
と
要
し
て
、
造
次
に
も
忘
れ
ず
、
寝
食
に
も
惟
だ
思
う
。
世
の
、
仕
途
に
走
り
、
利

達
を
徼も

と

む
る
者
に
視く

ら

ぶ
れ
ば
、
天て

ん

淵え
ん

な
り
。
蓋
し
、
人
の
栄
と
す
る
所
は
、
師
の
辱
と
す
る
所
な
り
。
其
の
人
と
為
り
や
、

豊ほ
う
そ
う顙

広こ
う

頤い

、
荘
重
簡
黙
に
し
て
、
身
を
終
う
る
ま
で
喜き

う
ん愠

の
色
を
見
せ
ず
。
天て

ん
ぷ賦

質し
っ
そ素

に
し
て
、
浮ふ

か華
を
事
と
せ
ず
。
儀ぎ

ぼ
う貌

截せ
つ
ぜ
ん然

と
し
て
、
威
あ
り
て
寡か

げ
ん言

な
り
。
人
咸み

な
近
傍
す
る
を
憚は

ば
か

る
と
雖
も
、
就
か
ば
則
ち
温
然
と
し
て
、
春
風
の
中
に
坐
す

る
が
如
し
。
故
に
一
た
び
音
容
に
接
す
る
者
は
、
心
酔
悦
服
し
て
索
居
し
、
未
だ
嘗
て
風ふ

う
さ
い采  

を
思
慕
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

大
法
を
秘
重
し
て
、
挙き

ょ
そ措

常
に
度
に
有
り
。
国
士
の

中
、
矢ち

か

っ
て
交
游
せ
ず
。
法
の
為
に
邀
請
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
豪
貴

の
門
に
入
ら
ず
。
初
め
光
林
を
董
す
る
の
日
、
寺
、
蕞さ

い

爾じ  

な
り
と
雖
も
、
規
を
持
し
矩
に
契
う
こ
と
、
千
衆
に
臨
む
が
若

し
。
一い

っ
と
う榻

に
拠
座
し
て
、
虚み

だ

り
に
単
位
を
離
れ
ず
。
客
至
れ
ば
貴
賤
老
幼
と
な
く
、
同
じ
く
接
し
て
倦
ま
ず
。
言
は
苟

か
り
そ
めに

世

事
に
度わ

た

ら
ず
。
毎
夜
、
諸
徒
を
誘ゆ

う
え
き掖

し
て
、
道
に
進
趣
せ
し
め
、
諸
方
の
異
見
邪
解
を
貶へ

ん

剥ば
く

し
、
只
だ
仏
智
直
指
の
道
に
依

り
て
、
真
履
実
践
せ
ん
こ
と
を
要
す
る
の
み
。

※ 

以
上
が
『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
応
禅
師
年
譜
』
で
あ
る
が
、『
富
士
山
志
』
巻
之
八
に
は
、
以
下
の
記
述
が
続
い
て

い
る
。
重
要
な
内
容
で
あ
る
の
で
、
次
に
挙
げ
る
。
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◆
噫
、
叢
林
凋
弊
、
祖
道
不
振
、
無
甚
於
今
日
。
就
中
、
江
都
禅
刹
学
道
不
古
。
玩
華
喪
実
。
或
趣
習
富
盛
、
逸
居
豊
食
而

已
。
師
、
二
十
年
来
、
周
旋
其
間
、
言
孫
行
危
。
以
古
道
為
任
、
法
会
厳
粛
。
時
輩
初
嫉
忌
、
雖
議
謗
横
生
、
後
翕
然
皆
服
真

化
、
矜
式
者
多
矣
。
当
祖
庭
秋
晩
之
時
、
師
奮
然
立
志
、
独
継
仏
智
之
芳
猷
、
牆
岸
法
門
。
皷
吹
祖
風
、
振
起
已
墜
宗
綱
。
不

堕
家
声
者
、
非
師
之
績
乎
。
誠
吾
門
白
眉
、
頽
波
之
砥
柱
也
。
夫
遊
仏
智
門
者
、
不
知
幾
人
。
而
外
其
堂
得
皮
骨
者
、
不
為
不

多
。
然
造
詣

奥
、
称
得
髄
者
、
唯
師
一
人
耳
。
声
徳
昇
聞
、　

特
賜
徽
号
、
旌
異
其
徳
。
吁
、
師
資
相
続
預
特
賜
、
近
来
罕

聞
。
而
二
師
宸
奎
、
同
居
諸
。
不
亦
奇
哉
。
其
秘
印
記
、
言
不
及
左
右
者
四
十
余
年
。
何
其
渾
厚
乎
哉
。
嚮
者
、
無
錐
、
侍
于

香
之
日
、
裒
平
素
所
見
聞
与
侍
語
従
容
者
、
以
国
字
写
之
。
秘
于
橐
久
矣
。
曁
師
之
沒
、
踰
海
持
来
、
令
予
訳
而
潤
色
焉
。
予

也
、
辱
預
嗣
列
。
因
以
不
文
、
不
拒
辞
。
録
之
以
欲
使
後
昆
知
師
之
厚
于
道
、
而
其
備
乎
勉
励
之
警
而
己
。

　
　

享
保
十
二
龍
舎
丁
未
冬
安
居
日　
　
　
　
　
　
　
　

前
花
園
仁
逸
山
謹
拝
書

噫
、
叢
林
凋ち

ょ
う
へ
い弊

し
て
、
祖
道
の
振
わ
ざ
る
こ
と
、
今
日
よ
り
甚
だ
し
き
は
無
し
。
就
中
、
江
都
の
禅
刹
、
学
道
古
な
ら
ず
。

華
を
玩

も
て
あ
そび

実
を
喪う

し
な

う
。
或
い
は
富
盛
に
趣
習
し
、
豊
食
に
逸い

っ

居き
ょ

す
る
の
み
。
師
、
二
十
年
来
、
其
の
間
に
周
旋
し
て
、
言
孫
に

し
て
行た

か危
し
。
古
道
を
以
て
任
と
為
し
、
法
会
厳ご

ん
し
ゅ
く粛

た
り
。
時
輩
、
初
め
は
嫉
忌
し
て
、
議
謗
、
横
に
生
ず
と
雖
も
、
後
に
は

翕き
ゅ
う
ぜ
ん然

と
し
て
皆
な
真
化
に
服
し
、
矜

き
ょ
う
し
ょ
く

式
す
る
者
多
し
。
祖
庭
秋
晩
の
時
に
当
た
り
て
、
師
、
奮
然
と
し
て
志
を
立
て
、
独
り
仏

智
の
芳
猷
を
継
ぎ
て
、
法
門
に
牆し

ょ
う
が
ん岸

た
り
。
祖
風
を
皷
吹
し
て
、
已い

墜つ
い

の
宗し

ゅ
う
こ
う綱

を
振し

ん

起き

す
。
家
声
を
堕
と
さ
ざ
る
は
、
師
の
績

に
非
ず
や
。
誠
に
吾
が
門
の
白は

く

眉び  

、
頽た

い

波は  

の
砥し

柱ち
ゅ
う  

な
り
。
夫
れ
仏
智
の
門
に
遊
ぶ
者
は
、
幾
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
而
し

て
其
の
堂
を
外
に
し
て
皮
骨
を
得
る
者
は
、
多
か
ら
ず
と
為
さ
ず
。
然
れ
ど
も
、

こ
ん

奥お
う  

に
造
詣
し
、
得と

く

髄ず
い

と
称
す
る
者
は
、

唯
だ
師
一
人
の
み
。
声
徳
、
聞
に
昇
り
、
特
に
徽
号
を
賜
い
て
、
其
の
徳
を
旌
異
す
。
吁あ

あ

、
師
資
相
続
し
て
特
賜
に
預
か
る

は
、
近
来
聞
く
こ
と
罕ま

れ

な
り
。
而
も
二
師
の
宸し

ん
け
い奎

、
居き

ょ
し
ょ諸  

を
同
じ
く
す
。
亦
た
奇
な
ら
ず
や
。
其
の
印
記
を
秘
す
る
や
、
言
、

左
右
に
及
ば
ざ
る
こ
と
四
十
余
年
。
何
ぞ
其
れ
渾こ

ん
こ
う厚

な
る
か
な
。
嚮さ

者き

に
、
無
錐
、
香
に
侍
す
る
の
日
、
平
素
、
見
聞
す
る
所
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と
、
侍
語
従
容
な
る
者
を
裒あ

つ

め
て
、
国
字
を
以
て
之
を
写
す
。
橐ふ

く
ろ

に
秘
す
る
こ
と
久
し
。
師
の
没
す
る
に
曁お

よ

ん
で
、
海
を
踰
え

持
ち
来
り
、
予
を
し
て
訳や

く

し
て
、
焉
を
潤

じ
ゅ
ん
し
ょ
く

色
せ
し
む
。
予
や
、
嗣
列
に
預
か
る
を
辱

か
た
じ
け
なく

す
。
因
り
て
不
文
を
以
て
拒
辞
せ
ず
。

之
を
録
し
て
、
以
て
後こ

う

昆こ
ん

を
し
て
師
の
道
に
厚
き
を
知
り
、
其
の
勉
励
の
警
に
備
え
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
。

享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
龍
、
丁

ひ
の
と
ひ
つ
じ

未
に
舎や

ど

る
冬
安
居
の
日　

前
花
園
仁
逸
山
謹
し
ん
で
拝
書
す

お
わ
り
に

一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
年
譜
の
中
で
「
不
生
禅
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
七
十
七
歳
の
条
に

一
個
所
「
不
生
」
と
い
う
文
字
が
出
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
節
外
を
含
め
弟
子
た
ち
は
、
盤
珪
が

「
不
生
」
と
い
う
言
葉
を
頻
用
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
法
嗣
た
る
節
外
の
年
譜
に
一
個
所
し
か

出
て
こ
な
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
当
た
り
前
な
の
で
使
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
一
般
信
者
向
け
の
説
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

尚
、『
富
士
山
志
』
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
末
尾
の
跋
文
で
あ
る
が
、
文
章
の
切
り
方
な
ど
を
み
て
も
、
写
し
忘
れ
と
言
っ

た
よ
う
な
過
失
で
は
な
く
、
意
図
的
に
省
略
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
跋
文
は
、「
独
継
仏
智
之
芳
猷
、
牆
岸
法
門
。

皷
吹
祖
風
、
振
起
已
墜
宗
綱
」
と
あ
る
よ
う
に
、
節
外
の
生
涯
や
偉
業
を
顕
彰
し
た
、
重
要
な
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て

省
略
し
た
と
す
れ
ば
、
逸
山
以
降
の
弟
子
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
思
惑
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
叢
林
凋
弊
、
祖
道
不
振
、

無
甚
於
今
日
」
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
、
禅
一
般
と
い
う
よ
り
盤
珪
の
不
生
禅
が
、
衰
退
し
て
振
る
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
ま
た
、「
以
欲
使
後
昆
、
知
師
之
厚
于
道
、
而
其
備
乎
勉
励
之
警
而
己
」
が
、
こ
の
書
物
が
記
さ
れ
た
頃
の
、
盤

珪
の
法
を
継
ぐ
者
た
ち
に
と
っ
て
耳
が
痛
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
跋
文
削
除
は
全
く
理
解
に
苦
し
む
行
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い
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
節
外
三
十
四
歳
条
の
記
述
で
、「
翁
閉
門
不
接
賓
客
。
為
教
龍
二
子
、
講
評
碧
巌
録
」
と
あ
る
よ
う
に
、
盤
珪
が

高
弟
三
名
に
対
し
て
の
み
、
祖
師
の
語
録
で
あ
る
『
碧
巌
録
』
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

清
泰
寺
＝
安
住
山
清
泰
寺
。
旧
地
名
、
武
儀
郡
上
有
知
村
。
塔
頭
一
箇
寺
、
末
寺
二
十
三
箇
寺
を
擁
し
た
。

　

長
水
＝
長
水
圭
規
。
清
泰
寺
第
五
世
。
梁
屋
玄
棟
の
法
嗣
。

　

大
安
寺
＝
万
松
山
大
安
寺
。
福
井
県
福
井
市
田
ノ
谷
。
大
愚
宗
築
開
山

　

大
愚
＝
大
愚
宗
築
。
一
五
八
四
〜
一
六
六
九
美
濃
国
武
儀
郡
の
人
。
京
都
妙
心
寺
の
一
宙
東
黙
に
参
禅
し
た
。

　

南
景
＝
南
景
宗
嶽
。
姫
路
・
三
友
寺
に
て
教
化
。

　

僧
伽
梨
衣
＝
三
衣
の
一
つ
。
説
法
、
托
鉢
の
時
に
も
ち
い
る
。

　

和
泥
合
水
集
＝
三
巻
。
向
嶽
寺
開
山
、
抜
隊
得
勝
著
。
抜
隊
が
僧
尼
道
俗
の
問
い
に
応
じ
て
示
し
た
仮
名
法
語
。

　

吉
田
観
音
＝
吉
田
山
新
長
谷
寺
。
真
言
宗
智
山
派
。
岐
阜
県
関
市
長
谷
寺
町
。

　

賢
岩
＝
賢
巌
禅
悦
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
九
）。
諱
は
禅
悦
、
字
は
賢
巌
、
損
庵
と
号
す
。
豊
後
州
臼
杵
府
の
人
。

　

広
寿
山
＝
福
聚
寺
。

　

 

即
非
＝
即
非
如
一
（
一
六
一
五
〜
一
六
七
一
）。
福
清
県
の
人
。
中
国
黄
檗
山
の
隠
元
に
つ
い
て
具
足
戒
を
受
け
、
後
に
法
嗣
と
な
る
。

広
寿
山
福
聚
寺
開
山
。

　

白
林
寺
＝
東
海
山
白
林
寺
。
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
。

　

慈
渓
寺
＝
霊
泉
山
慈
渓
寺
。
岐
阜
県
大
垣
市
。
愚
堂
東
寔
が
開
山
。

　

密
雲
＝
密
雲
玄
密
。
慈
渓
寺
の
第
二
世
。
愚
堂
東
寔
の
法
嗣

1234567891011121314
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四
衆
＝
仏
教
教
団
を
構
成
す
る
人
。
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
こ
と
。

　

鐵
心
＝
鐵
心
道
印
（
一
五
九
二
〜
一
六
八
〇
）
曹
洞
宗
の
僧
侶
。
長
崎
で
隠
元
に
見
え
、
道
者
に
参
じ
た
。

　

湊
泊
＝
一
カ
所
に
あ
つ
ま
り
、
留
ま
る
こ
と
。

　

韜
晦
＝
自
分
の
才
知
や
学
問
な
ど
を
つ
つ
み
か
く
し
て
、
人
に
知
ら
せ
な
い
こ
と
。

　

寳
幢
寺
＝
寳
幢
寺
は
見
当
た
ら
な
い
。
大
雄
山
法
幢
寺
の
間
違
い
か
。
兵
庫
県
多
可
郡
中
町
。

　

大
明
寺
＝
雲
頂
山
大
明
寺
。
兵
庫
県
朝
来
郡
生
野
町
。
大
愚
宗
築
中
興
開
山

　

龍
門
寺
＝
天
徳
山
龍
門
寺
。
兵
庫
県
姫
路
市
網
干
区
浜
田
。
盤
珪
開
山

　

加
藤
＝
加
藤
泰
興
（
一
六
一
一
〜
一
六
七
八
）。
伊
予
大
洲
藩
第
二
代
藩
主
。
後
に
出
家
し
「
月
窓
」
と
号
す
。

　

冨
岳
＝
冨
士
山
。
愛
媛
県
大
洲
市
柚
木
に
あ
る
山
。
別
名
「
大
洲
富
士
」。

　

奥
旨
軒
＝
冨
士
山
如
法
寺
の
盤
珪
閉
関
の
地
。
現
開
山
堂
（
当
時
の
建
物
は
現
存
せ
ず
）。

　

緇
白
＝
①
黒
衣
と
白
衣
。
②
僧
と
仏
門
に
入
っ
て
い
な
い
世
俗
の
人
と
を
指
す
。

　

 

性
院
＝
一
六
二
二
〜
一
六
八
九
。
法
諱
を
寿
心
、
雅
号
を
宝
山
と
い
い
、
藤
堂
高
次
の
次
女
。
刑
部
少
輔
京
極
高
和
公
に
嫁
い
だ
。

長
女
は
対
馬
侯
宗
義
貞
公
の
嫁
。

　

 

祖
教
＝
大
梁
祖
教
（
一
六
四
八
〜
一
六
八
八
）。
豊
後
三
佐
邑
の
人
。
十
八
歳
の
時
、
行
脚
し
て
長
崎
に
往
き
、
崇
福
寺
で
道
者
超
元
に

謁
し
て
服
侍
す
る
こ
と
一
年
（
時
に
盤
珪
も
道
者
の
会
下
に
あ
り
）、
龍
門
寺
に
赴
い
て
、
盤
珪
に
侍
し
た
。
龍
門
寺
二
世
。
盤
珪
に
先
立

つ
こ
と
五
年
に
し
て
示
寂
し
た
。
盤
珪
も
、
大
梁
の
示
寂
に
「
吾
が
隻
手
を
失
う
」
と
深
く
歎
い
た
。
慈
聖
宏
寛
禅
師
。

　

祖
龍
＝
潜
嶽
祖
龍
（
一
六
三
一
〜
一
六
八
六
）。
播
州
揖
東
郡
斑
鳩
の
人
。
如
法
寺
二
世
。

　

見
性
寺
＝
姫
路
に
見
性
寺
は
見
当
た
ら
な
い
。
見
星
寺
（
正
覚
山
、
姫
路
市
材
木
町
）
の
間
違
い
か
。

　

道
鑑
禅
人
＝
詳
細
不
明

15161718192021222324252627282930
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崇
福
＝
黄
檗
宗
。
長
崎
県
長
崎
市
。
中
国
福
建
省
福
州
出
身
の
渡
来
僧
に
よ
り
建
立
。
俗
に
赤
寺
、
福
州
寺
と
呼
ば
れ
る
。
盤
珪
は

慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
の
秋
に
、
当
時
で
道
者
超
元
禅
師
に
参
じ
、
翌
年
に
証
許
を
得
た
。

　

 

道
者
＝
道
者
超
元
（
？
〜
一
六
六
〇
）。
福
建
省
莆
田
県
の
人
。
費
隠
通
容
の
資
、
亘
信
行
弥
に
参
じ
て
、
法
を
嗣
ぐ
。
隠
元
の
法
姪
。

慶
安
四
年
来
朝
し
、
長
崎
県
の
崇
福
寺
に
住
す
。
平
戸
松
浦
侯
の
請
に
よ
っ
て
同
地
・
普
門
寺
に
住
し
、
黄
檗
の
宗
風
を
挙
揚
し
、

洞
済
の
禅
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
隠
元
派
と
合
わ
ず
、
在
留
八
年
に
し
て
帰
国
す
る
。

　

三
友
寺
＝
凰
祥
山
三
友
寺
。
岡
山
県
岡
山
市
中
区
。

　

円
照
院
＝
京
極
高
和
の
女
で
母
は
養
性
院
尼
、
対
馬
府
中
藩
の
第
三
代
藩
主
宗
義
真
（
一
六
三
九
〜
一
六
五
五
）
に
嫁
ぐ
。

　

南
景
＝
南
景
宗
嶽
。
姫
路
・
三
友
寺
に
て
教
化
。

　

 

地
蔵
寺
＝
足
利
尊
氏
の
創
建
に
な
る
旧
跡
を
、
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
に
盤
珪
が
再
興
し
た
。
盤
珪
は
こ
の
地
の
静
寂
を
好
ん
で
、

上
洛
の
度
、
江
戸
往
復
の
途
に
は
必
ず
足
を
留
め
た
。
数
世
を
経
て
衰
退
、
維
新
後
に
華
山
寺
に
合
併
さ
れ
る
。
愚
堂
東
寔
遷
化
の

地
で
も
あ
る
。

　

京
極
髙
或
＝
一
六
九
一
〜
一
七
二
四
。
讃
岐
丸
亀
藩
主
。
三
才
で
家
督
を
継
い
だ
。

　

御
薬
苑
＝
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
「
則
大
樹
公
旧
花
園
也
」
と
あ
る
。
大
樹
公
と
は
徳
川
家
康
の
こ
と
。

　

阿
蘭
若
＝
人
里
か
ら
離
れ
た
修
行
す
る
の
に
適
し
た
閑
静
な
土
地
。
ま
た
、
そ
こ
に
作
ら
れ
た
庵
な
ど
。

　

松
浦
鎮
信
＝
一
五
四
九
〜
一
六
一
四
。
肥
前
国
平
戸
藩
初
代
藩
主

　

天
祥
寺
＝
向
東
山
天
祥
寺
。
東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋
。

　

明
雪
堂
＝
雪
堂
義
明
。
節
外
の
法
嗣
。
天
祥
寺
に
住
す
。

　

真
如
＝
大
雄
山
真
如
寺
。
盤
珪
開
山
。
静
岡
県
磐
田
市
匂
坂
上
。

　

慈
恩
＝
慈
恩
寺
。
現
廃
寺
。
遠
江
国
豊
田
郡
向
坂
に
あ
っ
た
。

3132333435363738394041424344
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永
明
＝
永
明
禅
綱
（
一
六
五
二
〜
一
七
一
六
）。
龍
門
寺
第
四
世
。
石
門
祖
珉
の
法
嗣
。

　

 
霊
源
周
蔭
＝
一
六
二
五
〜
一
七
一
八
。
も
と
高
野
山
円
通
寺
の
法
雲
元
如
律
師
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
盤
珪
の
弟
子
と
な
り
、
侍
者

を
勤
め
た
。
節
外
の
法
嗣
。

　

鬱
多
羅
僧
衣
＝
三
衣
の
一
つ
。
七
条
袈
裟
の
こ
と
。

　

寳
津
寺
＝
深
照
山
寳
津
寺
。
香
川
県
丸
亀
市
。

　

兵
部
太
輔
源
公
＝
松
平
昌
親
。
越
前
福
井
藩
第
五
、
七
代
藩
主
（
吉
品
と
改
名
す
る
）。

　

玉
龍
寺
＝
宝
雲
山
玉
龍
寺
。
盤
珪
開
山
。
岐
阜
県
関
市
神
野

　

金
嶺
寺
＝
美
濃
国
方
県
郡
西
粟
野
村
に
あ
っ
た
。
現
廃
寺
。

　

租
宥
＝
詳
細
不
明

　

心
洞
寺
＝
太
白
山
心
洞
寺
。
岐
阜
県
岐
阜
市
正
木

　

喝
太
岩
＝
大
巌
祖
喝

　

龍
雲
寺
＝
大
澤
山
龍
雲
寺
。
東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
。

　

鷲
峰
寺
＝
現
廃
寺
。
江
戸
渋
谷
に
あ
っ
た
。

　

林
青
州
＝
青
州
祐
林
。
節
外
の
法
嗣
。
鷲
峰
寺
に
住
持
し
た
。

　

旌
異
＝
旌
表
す
る
。
善
業
を
表
彰
す
る
。

　

衣
盂
＝
衣
は
三
衣
。
盂
は
鉢
盂
の
こ
と
。

　

微
恙
＝
軽
い
病
気
。

　

闍
維
＝
死
体
を
火
葬
す
る
こ
と
。
荼
毘
と
も
い
う
。

　

風
釆
＝
外
に
現
れ
た
様
子
。
風
俗
や
事
情
。
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蕞
爾
＝
か
ら
だ
な
ど
が
小
さ
い
さ
ま
。

　

白
眉
＝
同
類
の
中
で
最
も
傑
出
し
て
い
る
人
や
物
。

　

頽
波
＝
物
事
の
勢
い
が
衰
え
て
す
た
れ
る
こ
と
。

　

砥
柱
＝
乱
世
で
も
か
た
く
信
念
、
み
さ
お
を
守
る
人
の
た
と
え
。

　

奥
＝
学
芸
な
ど
の
奥
義
。

　

居
諸
＝
月
日
。
歳
月
。「
日
居
月
諸
」
の
略
。

636465666768


